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広報かでな平成10年4月1日卿
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…・折れれ－平成10年4月1日

集団検診等筐二‾情畳表
（平成10年4月16日”平成10年5月15日）

月日 �■日 �内　　　　　容 �受付時間 ��場　　　所 �該　当　者 

4／16 �木 �日　本脳炎予防接種 �千校1： ～1： �00 0 �総合樗ほ止セ∴／クー 　　（3臓） �3～4　歳児 
リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午練1： ～3： �0 0 �轟象合橋址セソター 　　（4膳） �町　　　　民 

健　　康　　相　　談 �午1m9： 一・一11： �00 30 �町投書保簾I■董 �町　　　　民 

捷　　体　　教　　室 �午前10： ～11： �00 30 �1監合福祉センター 　　（4帥） �町　　　　民 

4／か �水 �東　区　集　団　検　診 �午前9： 午後3： �30 00 �里長地区体育館 �東　区　区　民 

4／お �木 �東　区　集　団　検　診 �午1拍9： 午後3： �30 00 �最良地区体青館 �東　区　区　民 
リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午楔1： ～3： �30 30 �1給食Ig祉センター 　　（41g） �町　　　　民 

腱　　康　　相　　談 �午前9： ～11： �00 30 �町役1■保■l■董 �町　　　　民 

操　　体　　教　　室 �午前10 一・一11 �00 30 �】亀合福祉センタ・一 　　（4鵬ll �町　　　　民 

4／刃 �木 �日本脳炎予防接種 �午後1 一・一1 �00 30 �】胞合椙祉七∴／クー 　　（3賭） �3－4　歳児 
リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午撲1 一・一3 �30 30 �】亀合福祉セ∴／クー 　　（4膳） �町　　　　民 

健　　康　　相　　談 �午前9 一一一11 �00 30 �町役1■保tI■垂 �町　　　　民 

捷　　体　　教　　室 �午前10 －11 �00 30 �】邑合福祉センタ・一 　　（4鵬11 �町　　　　　民 

5／7 �木 �リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午挫1 一一一3 �：30 ：30 �総合福祉センター 　　（4賭） �町　　　　民 
健　　康　　相　　談 �午前9 一一11 �00 30 �町投1■保tl■垂 �町　　　　　民 

操　　体　　教　　室 �午前10 ～11 �00 30 �1島台手書祉センター 　　（＝臓） �町　　　　民 

母子保健推進員定例会 �午後2 一一4 �：00 ：30 �町役場21薔中食■重 �母子保健推進員 

5／12 �火 �健康相談（出張相談） �午前9 －11 �30 00 �抱合†奮祉七ソター 　　（4は1 �町　　　　民 

5／14 �未 �日本脳炎予防接種 �午後1 －1 �：00 ：30 �】胞合1書祉センター 　　（3鵬11 �3－4　歳児 
リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午後1 ～3 �：30 ：30 �1島台手書祉七ソ■ター 　　（4紬11 �町　　　　民 

健　　康　　相　　談 �午前9 ～11 �00 30 �町役1■保■I■蔓 �町　　　　民 

捷　　体　　教　　室 �午前1 ・・一一1 �：00 ：30 �1邑合IJ祉センター 　　（41■） �町　　　　　民 

5／15 �金 �西区、西浜区婦人がん検診 �千校1 －2 �：30 ：30 �1匿合福祉七ソクー 　　（4鵬） �西区、西浜区線人 

嘉手納町役場保健衛生課　℡956－1111（内125）

広報かでな
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野団総管塾第6期開催要項

目　　的　野園絶管の偉業に学び、進取の精神のもと目標をもって自らの向上に努め、かつ広い視野から地域をみ

っめ、嘉手納町のこれからのまちづくりについて考え、研究し、実践する人材を育てることを目的とする0

主　　催　野園絶管塾運営委員会

後　　援　嘉手納町・沖縄県経営者協会

開催期間　　平成10年4月～平成10年11月

塾の様成　塾長松堂息仁・野回線管運営委員会

塾生対象者　嘉手納町の地域づくりに関心のある者で、18才以上の男女（職業を問わず）

塾生人数　　20人程度

塾　　芭　年間20，000円（賛料代等）その他宿

泊費及び交通費は一部自己負担あり。

講座内容　　左記表のとおり

募集期間　　平成10年4月20日まで

事　務　局　（問い合わせ先）

沖縄県嘉手納町字嘉手納588番地

嘉手納町役場都市開発謀内　野園捷管塾事務局

濱元朝彦まで　TELO98－956－111内線360

一一一・1、．－1嘲　J庄内ぶ．一　一一一一

回 �テ　　ー　　マ �講　師 �期日・疇所 

1 �裏手納町まちつくりの課員（開講式） �宮城篤実町長 �平l虞1昨 4月下tI 

2 �地域つく　りの排腰と手法 �大川欄日嗣 �5月 

3 �わ　が　町　再　発　見　！ � �6月 

4 �諜且の整理とテーマ決定 � �7月 

5 �テ　　ー　　マ　　別　研　究 � �8月 

6 �テ　ー　マ　別　先　進　地　視　震 � �9月、10月 

7 �テーマ別発表（儒＝隕式） � �11月 

平
成
十
年
度
施
政
方
針

第
九
回
嘉
手
納
町
議
会
定
例
会
が
三
月
十
日
に
開
会
さ
れ
、
平
成
十
年
度
の
予
算
案
を
は
じ
め
、

議
議
案
の
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

会
期
中
の
三
月
十
一
日
、
宮
城
篤
実
町
長
は
平
成
十
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
、
町
政
運
営
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

以
下
、
宮
城
町
長
の
施
政
方
針
の
全
文
を
掲
載
L
ま
す
。

1
　
は
じ
め
に
ー

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、
歴
史
が
変

わ
る
節
目
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う

か
と
思
わ
れ
る
時
代
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

激
動
の
潮
流
は
地
球
規
模
で
展
開
し
て
お
り

ま
す
が
、
国
や
県
や
地
方
に
お
い
て
も
そ
の

影
響
は
例
外
で
は
な
く
、
混
迷
を
深
め
て
参

り
ま
し
た
。

我
が
沖
絶
県
に
お
い
て
も
、
米
軍
基
地
を

め
ぐ
っ
て
、
県
政
運
営
の
基
本
理
念
を
根
幹

に
据
え
た
県
の
主
張
と
日
米
安
保
体
制
を
重

視
し
た
国
の
政
策
と
の
か
い
雛
が
鮮
明
に
な

る
に
つ
け
、
先
ゆ
き
不
透
明
感
は
増
幅
す
る

ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
時
局
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
時
、
新
し
い
年
度

に
向
け
こ
の
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
議
会
の
顔
ぶ
れ
が
変
わ
っ
て
か
ら
一
年
、

議
場
に
一
段
と
活
気
が
綴
っ
て
参
り
ま
し
た

t

中
で
、
平
成
十
年
度
の
「
二
世
会
計
」
「
水

道
事
業
会
計
」
予
算
案
を
は
じ
め
、
「
下
水

道
事
業
会
計
」
「
国
民
健
康
保
険
」
「
老
人
保

健
」
等
の
三
つ
の
特
別
会
計
予
算
案
並
び
に

関
連
す
る
諸
議
案
を
提
出
致
し
ま
す
。
審
議

に
先
立
ち
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民
の
皆
様

方
に
、
新
し
い
年
度
を
む
か
え
る
に
当
た
っ

て
、
町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ご
説

明
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

嘉
手
納
町
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
は
、
広

大
な
基
地
と
の
か
か
わ
り
で
大
き
な
制
約
が

あ
り
ま
す
。
米
軍
基
地
に
町
域
の
八
十
三
％

を
も
接
収
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
が

基
地
被
害
の
最
た
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

い
つ
ま
で
も
そ
の
こ
と
ば
か
り
に
こ
だ
わ
り
、

憤
り
、
な
げ
く
だ
け
で
は
町
の
前
進
は
あ
り

ま
せ
ん
。
厳
し
い
条
件
の
中
で
も
、
現
状
を

変
え
、
選
択
の
幅
を
広
げ
、
変
化
す
る
過
程

で
可
能
性
を
求
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
つ
の
時
代
で
も
、
私
た
ち
は
高
い
理
想

を
掲
げ
、
達
成
す
る
た
め
の
努
力
を
す
る
こ

と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
問
題
は
単

に
ビ
ジ
ョ
ソ
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
掲
げ

た
目
標
に
到
達
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

道
筋
を
た
ど
れ
ば
そ
の
政
策
を
実
現
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
参
り
ま
す
。
今

こ
の
町
に
必
要
な
も
の
は
、
決
し
て
高
邁
な

抽
象
論
で
は
な
く
、
身
近
な
具
体
策
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
上
、
実
現
の
為
の
姿
勢
と
し
て

は
、
相
互
理
解
を
前
提
に
し
て
全
町
的
な
立

場
で
捻
力
を
結
集
し
て
、
知
恵
を
し
ぼ
り
、

汗
を
流
す
決
意
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

我
が
町
の
未
来
創
造
に
向
け
こ
の
町
に
住
む

人
々
が
、
共
に
考
え
、
共
に
創
り
、
共
に
栄

え
、
そ
の
歓
び
を
み
ん
な
で
分
か
ち
合
い
た

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

十
∵
∵
㍉



広報かでな

備蓄制度を支える政府備蓄米

くたくわえくん〉
不作の年にも日本人の主食であるお米を消費者の皆

さんに安定して供給出来るよう、政府が一定量（年間

150万トソ程度）を保管しておく仕組みを備蓄制度と

いい、そのお米の愛称をくたくわえくん〉といいます。

通常、一年間低温保管されたくたくわえくん〉はそ

の役割を終え、新しいくたくわえくん〉とバトソタッ

チして、皆様の食卓へと届けられます。

くたくわえくん〉は全て玄米のまま15°C以下で低

温保管されていますから、おいしさは新米とほとんど

変わりません。

備蓄制度の安定的運営のため、是非一度御賞味下さ

い。なお、くたくわえくん〉は、下記の種類のお米に

使われています。

＊沖縄県指定標準米

でいご／ゆがふ米／水晶米／ゼソリュウライス／かふ

う米／花守礼

その他

おかわり／いただきま～す／ときめき／水晶蘭

＊お問い合わせは

農林水産省那覇食捜事務所計画流通課

TEL O98－866－0156

講　読　試

験　験　挨

全　種　目

平成10年4月1日

国家公務員採用試験の概要会
‾‾毒等学校卒業程度　‾‾‾‾‾‾

国家公務員1ⅠⅠ種

刑　務　官

入国警備官

皇宮護衛官
航空保安大学校学生
海上保安学校学生（特別）
海上保安学校学生
海上保安大学校学生
気象大学校学生

大学卒業程度

国家公務艮Ⅰ種

国税専門官
労働基準監督官
国家公務nH種
法務教官　　　　　　　　　　6月

航空管制官　　　　　　　　9月

各試験ごとの申込用紙と受験案内は、申込用紙請求先

（問い合わせ先）に請求して下さい。

☆問い合わせ先／人事院沖縄事務所

〒9（旧－0022那覇市樋川1－15－15℡（098）834－84（氾

青年海外協力隊員募集

あたなの技術・経験・情熱を開発途上国で活かしてみませ

んか。ただ今、青年海外協力隊貝を募集中です。

応募湾楷：20歳から39歳までの日本国籍を持つ方

応草期間：平成10年4月15日（水）～5月31日（日）

（願書締切日5月31日）

選考試験：1次／筆記試験（技術、英語、協力隊員適適正テ
スト）

2次／面接試験（個人面接、技術面接）及び健康

診断

熟思期間：原則として2年間

尿道紳輔：農林水産・加工・保守操作・土木建築・保健衛生・

教育文化・スポーツの7部門、160職種

待遇等：現地生活費、任国までの往復航空運賃等、必要経

費を事務局が負担します。

現職参加：協力隊事務局では、現在、企業や団体に勤務して

いる人が有休休戦などにより協力隊に参加する場

合、所属先に対し人件費の一部を補填する制度を

設けています。

問い合わせ先：国際協力事業団沖絶国際センター

℡098（876）6000

沖組県総務部知事公室国際交流課

℡098（866）2479

平成10年4月1日広報かでな

時
／
平
成
十
年
六
月
二
十
一
日

（
日
）
　
午
前
十
時
開
始

顆
／
甲
　
種
・
　
乙
種
第
一
顆
～
第
六
頸
　
・
丙
　
種

場
／
南
部
農
林
高
等
学
校
・
沖
縄
国
際
大
学
・
北
部
農
林
高
等
学
校

宮
古
工
業
高
等
学
校
・
八
重
山
農
林
高
等
学
校

受
験
願
書
受
付
期
間
／
平
成
十
年
五
月
十
一
日
（
月
）
～
五
月
十
五
日
（
金
）

受
験
案
内
書
配
布
先
／
各
消
防
本
部
・
宮
古
、
八
重
山
支
庁
振
興
総
務
課
・
消
防
試
験
研
究
セ
ソ
ク
ー

受
随
受
付
ハ
∵
法
／
受
験
願
書
を
試
験
セ
ソ
ク
ー
へ
郵
送
又
は
直
接
窓
口
へ
持
参
（
土
・
日
休
み
）

受
験
受
付
場
所
／
（
財
）
消
防
試
鹸
研
究
セ
ソ
タ
ー
沖
縄
県
支
部

及
び
お
問
い
合
わ
せ
　
　
郡
堺
市
旭
町
十
四
番
地
　
自
治
会
館
五
階

℡
〇
九
八
－
八
六
七
－
五
三
三
二

日

日

日

　

日

日

日

日

土

土

日（（（（（（（（（験

日

日

日

日

日

日

日

日

日

試
6
4
2
7
2
7
2
7
2
4
2
7
3
1
3
1

月

月

月

月

月

月

月

月

月

9

1

0

9

9

9

5

9

1

0

1

0

日

土

土

日

土

日

日　（　（　（　（　（　（験

日

日

日

日

日

日

試
1
4
2
0
2
0
5
2
0
2
7

月
　
月
月
月

6

　

6

　

6

　

7

教
育
、
福
祉
、
町
の
活
性
化
事
業
は
依
然

と
し
て
こ
の
町
の
メ
イ
ソ
テ
ー
マ
で
す
。
歴

史
の
タ
ー
ニ
ソ
グ
ポ
イ
ソ
ト
と
な
る
こ
の
時

期
、
都
市
開
発
課
を
新
設
し
、
タ
ウ
ン
セ
ソ

タ
ー
構
築
に
向
け
て
動
き
は
じ
め
ま
し
た
。

「
チ
ー
ム
未
来
」
を
立
ち
上
げ
、
議
会
も
動

き
、
「
町
民
会
議
」
も
発
足
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
活
動
が
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す。
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
は
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
系
産
業
の
集
積
促
進
を
は
じ

め
、
こ
れ
か
ら
の
産
業
や
企
業
の
創
出
立
地

の
た
め
の
条
件
盤
備
に
向
け
て
、
懸
命
な
取

組
み
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

青
少
年
の
睦
全
育
成
、
教
育
の
振
興
、
若

者
の
た
め
の
職
場
、
職
業
の
創
出
、
女
性
の

社
会
参
加
へ
の
支
援
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
等
の
具
体
策
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

老
人
対
策
と
し
て
の
「
在
宅
介
護
支
援
セ
ソ

タ
ー
」
も
開
設
さ
れ
、
す
で
に
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
人
材
育
成
事
業
と
し
て
の
「
嘉
手

納
外
語
塾
」
は
五
月
開
塾
を
想
定
し
、
具
体

化
に
向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
は
「
第
二
回
農
林
学
校
同
窓
生
の
集
い
」

を
催
し
、
こ
の
町
を
心
の
故
郷
に
す
る

多
く
の
先
輩
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
本
年
度
は
か
つ
て
本
町
で

教
職
に
あ
っ
た
先
生
方
を
お
招
き
し
、

「
第
二
回
教
育
を
語
る
感
謝
の
集
い
」

を
開
催
致
し
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
基
本
的
な
立
場
に
立

ち
、
新
し
い
年
度
の
諸
施
策
の
概
要
を

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

－
都
市
計
画
・
生
活
環
境
整
備
に
つ
い

て－最
初
に
、
都
市
計
画
・
生
活
環
境
整

備
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

嘉
手
納
タ
ウ
シ
セ
ソ
タ
1
開
発
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
九
年
度
に
お

い
て
都
市
開
発
課
を
設
置
し
、
新
町
・

ロ
ー
タ
リ
ー
二
地
区
の
街
区
整
備
計
画

の
調
査
と
再
開
発
事
業
の
タ
タ
キ
台
と

な
る
基
本
計
画
書
を
策
定
し
て
参
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
沖
絶
懇
談
会
関
連
事

業
は
、
国
と
し
て
も
初
め
て
の
試
み
で

有
識
者
懇
談
会
が
想
定
す
る
内
容
と
本

町
の
構
想
が
異
な
り
、
そ
の
検
討
に
不

軌
の
日
数
を
要
し
た
た
め
、
新
年
度
へ

繰
越
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。
本
町
の
事
業
だ
け
で
な
く

県
全
体
に
お
い
て
、
平
成
九
年
度
事
業

は
、
す
べ
て
繰
越
し
手
続
が
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
新
年
度
は
、
嘉
手
納
タ
ウ
ン

セ
ソ
タ
ー
開
発
事
業
と
し
て
平
成
九
年

度
繰
越
事
業
と
二
地
区
の
再
開
発
事
業

の
推
進
計
画
を
策
定
し
、
都
市
計
画
決

定
へ
向
け
て
の
資
料
作
成
を
実
施
し
て

参
り
ま
す
。

平
成
九
年
十
二
月
十
二
日
に
「
嘉
手

納
町
チ
ー
ム
未
来
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

このチーム未来は、沖縄腰議会の意志を

休
し
て
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
、
新
た
な

時
代
を
切
り
開
く
た
め
短
期
、
中
期
、
長
期

に
わ
た
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
積
極
的

な
提
言
を
お
願
い
す
る
た
め
に
委
嘱
し
て
あ

り
ま
す
。
新
年
度
は
、
新
町
通
り
に
都
市
開
発
課
を

新
町
事
務
所
と
し
て
当
分
の
間
配
置
し
、
地

域
の
み
な
さ
ん
と
事
業
の
合
意
形
成
を
図
り

や
す
く
す
る
と
と
も
に
、
国
及
び
沖
組
県
に

対
し
て
当
事
業
へ
の
本
町
の
決
意
を
示
し
て

参
り
ま
す
。

星
良
土
地
区
画
鞍
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
都
市
計
画
道
路
・
区
画
道
路
・

公
園
・
排
水
施
設
等
の
公
共
施
設
を
整
備
完

了
し
て
お
り
、
事
業
進
捗
率
も
九
八
％
に
達

し
、
良
質
で
快
適
な
住
環
境
を
地
区
の
皆
さ

ん
へ
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
に
お
き

ま
し
て
は
、
残
さ
れ
た
課
題
の
解
決
に
向
け

て
な
お
一
層
努
力
し
、
健
全
な
市
街
地
環
境

へ
の
改
善
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

本
町
の
公
園
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
九
年
度
末
現
在
、
町
民
一
人
当
た
り
十
八
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蛋

りハ巳　教室　笑福会）のご案内
保健衛生課では、自宅療養中の皆さんのお手伝いとして、リハビリ教室を行っています。

ご希望の方は、ぜひご利用ください。

対　　象：脳卒中等の病気や事故の後遺症等で自宅療養中の皆さんとその家族および介護人、

その他希望者

日　　　時：毎週木曜日　午後1時00分～4時00分

場　　　所：嘉手納町稔合福祉セソター　4階

用意する物：運動ができる服装（シャツとズポソ）

内　　　容：（∋問診、血圧測定

（診日常生活に必要な基本体操や発声練習

（訃講話およびレクリエーショソ

◎野外ピクニック、交流会、運動会などもあります。

そ　の　他：主治医の了解が得られれば、どなたでも参加できます。激しい運動ではありません。理学按法士と
一括に、楽しく学びましょう。

又、希望者にはリフト付バス等での送迎もやっていますので、ご遠慮なく相談ください。

く連絡先〉

嘉手納町役場保健衛生課

℡956－1111

内線124、128

0■一ヽ〇一■、■t一ヽ勺、←ヽもーヽヽ一一ヽヽ一、－－、－、ヽ一一ヽ一一■一、一■l、■、、、、■、、、、■■■、、l・一、－1一、－、、●一、〇・一←、、ヽ、■■→一一、－ヽ、t一、－、■ヽ、●■－、○■一、ヽヽ、○■－←qL、、も■、●ヽ、●ヽ、■ヽ、〇一一ヽ

保険料はr納期限」までに
忘れずに納めましょう。
玉宍年蓬帰路柑言　年を椙過▲すると

的和にJリ粁耽）られなくなります。

車・■．ざ‾削り∴　∴lJ

常　澄
1、．・　ヽ　し、′・，‘J、

厚生年金や共済場合の加入期間があれば年会を　　しかし、公的年会はそれぞれの加入期間を通算

受けられると思っている人や、加入期間が短いた　して受給資格期間を満たせば年金を受給できます。

め年会が受けられないと思っている人がいます。

匠ヨ　　　　ニー　‾　■　l‾‥

＊過去に加入していた厚生年金などの期間をムタにしないためにも、

国民年金に加入して年金を受けられるようにしてください。
－19－

平
方
メ
ー
ト
ル
を
供
用
し
て
、
町
民
の
憩
い

の
場
、
ふ
れ
あ
い
の
場
及
び
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
の
場
と
し
て
広
く
活
用
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
は
、
新
た
な
施
設

の
建
設
に
向
け
て
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
兼
久
海
浜
公
園
回
路
整
備
等
、
各
施
設

の
機
能
、
景
観
、
安
全
対
策
等
管
理
の
充
実

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

住
居
表
示
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
の
利

便
性
を
高
め
、
行
政
の
公
平
な
受
益
と
地
域

の
発
展
に
資
す
る
た
め
、
平
成
九
年
度
は
、

水
釜
六
丁
目
の
住
居
表
示
を
実
施
致
し
ま
し

た
。
新
年
度
は
、
次
の
実
施
区
域
の
検
討
を

行
い
、
住
所
の
わ
か
り
や
す
い
嘉
手
納
町
に

な
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

道
路
は
、
地
域
の
開
発
と
発
展
を
促
す
ま

ち
づ
く
り
の
骨
格
を
な
す
町
民
生
活
の
基
本

施
設
で
あ
り
、
自
動
車
交
通
の
用
に
供
す
る

だ
け
で
な
く
、
災
害
時
の
避
難
路
や
防
災
空

間
と
し
て
、
ま
た
、
水
道
等
ラ
イ
フ
ラ
イ
ソ

の
供
給
施
設
用
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
ま
す
。
新
年
度
は
、
地
域
の
宅
地
化
、

地
域
振
興
を
促
進
す
る
幹
線
街
路
屋
良
・
千

貫
田
線
（
仮
称
）
　
の
実
施
設
計
、
補
償
業
務

及
び
一
部
新
設
工
事
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

更
に
、
新
町
の
再
開
発
と
連
動
し
、
活
性
化

を
促
す
町
道
三
十
二
号
線
の
改
良
舗
装
工
事

を
中
心
に
町
道
一
号
線
交
差
点
改
良
工
事
等
、

地
域
生
活
道
路
の
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
道
路
用
地
取
得
事
業
に
つ
き

ま
し
て
も
、
継
続
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

本
町
の
公
営
住
宅
は
、
昭
和
四
十
三
年
度

よ
り
建
設
が
始
ま
り
、
昭
和
五
十
八
年
度
ま

で
に
三
団
地
十
一
棟
一
七
六
戸
が
完
成
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
水
釜
団
地
に

つ
き
ま
し
て
は
、
建
築
後
二
十
七
年
余
を
経

過
し
、
老
朽
化
が
激
し
く
、
安
全
面
や
居
住

空
間
の
快
適
性
な
ど
の
改
善
策
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
平
成
九
年
度
に
お
き
ま
し
て

は
、
本
町
の
土
地
事
情
に
よ
る
土
地
利
用
の

合
理
的
・
効
率
的
な
活
用
、
周
辺
環
境
と
の

調
和
、
都
市
の
防
災
性
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
基
本
に
、
再
生
団
地
計
画
及
び
水
釜
団
地

の
基
本
設
計
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
新

年
度
は
、
水
釜
団
地
の
実
施
設
計
を
行
い
、

引
続
き
建
設
工
事
に
着
手
し
て
参
り
ま
す
。

水
道
は
町
民
の
日
常
生
活
に
直
結
し
、
健

康
を
守
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
、
清
浄
に
し
て
豊
富
低
廉
な
水
の

供
給
を
図
る
た
め
に
、
配
水
管
の
老
朽
化
し

た
管
の
布
設
替
え
を
逐
年
推
進
し
、
有
収
率

の
向
上
と
清
浄
な
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て

参
り
ま
し
た
。
新
年
度
も
、
こ
の
こ
と
に
留

意
し
、
県
道
七
十
四
号
線
、
町
道
三
十
九
号

線
及
び
水
釜
・
大
木
線
の
普
通
鋳
鉄
管
か
ら

ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
へ
の
布
設
替
え
を
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

下
水
道
は
、
整
備
率
・
普
及
率
と
も
一
〇

〇
％
に
近
づ
い
て
お
り
ま
す
が
、
一
部
未
接

続
の
世
帯
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
っ
て
、

新
年
度
は
、
全
世
帯
の
下
水
道
接
続
を

目
指
す
と
と
も
に
、
新
設
さ
れ
る
屋
良
・

千
質
田
線
道
路
建
設
に
伴
う
下
水
道
管

布
設
工
事
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
な

お
、
嘉
手
納
基
地
排
水
の
公
共
下
水
道

へ
の
接
続
換
え
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

続
き
関
係
市
町
及
び
県
と
の
協
議
を
進

め
、
那
覇
防
衛
施
設
局
・
米
軍
と
の
折

衝
を
行
い
、
早
期
の
解
決
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。
町
民
の
身
体
・
生
命
・
財
産
を
守
る

消
防
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
九

年
度
に
、
懸
案
事
業
で
あ
り
ま
し
た
救

助
工
作
車
の
配
備
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

新
年
度
は
、
県
消
防
学
校
（
救
助
料
程
）

へ
二
人
の
職
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、

救
助
工
作
車
の
救
助
費
挽
材
を
活
用
し

た
救
助
訓
練
に
重
点
を
置
き
、
火
災
、

水
難
事
故
、
交
通
事
故
等
の
現
場
に
お
け
る

救
助
活
動
の
迅
速
化
に
よ
り
、
救
命
率
の
向

上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
日
進
月
歩

す
る
現
代
社
会
で
の
救
急
業
務
は
複
雑
多
様

化
し
、
救
急
現
場
で
の
多
種
の
資
機
材
等
を

活
用
し
た
救
命
救
急
活
動
が
要
求
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
年
度
は
携
帯
型
救

助
モ
ニ
タ
ー
（
ラ
イ
フ
メ
イ
ト
）
を
購
入
し
、

救
急
救
命
率
の
向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

更
に
、
「
予
防
消
防
」
を
重
点
目
標
と
し
て

定
め
、
消
防
職
団
員
が
一
致
団
結
し
、
町
民

の
身
体
・
生
命
・
財
産
の
保
護
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
「
嘉
手
納
町
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
」
　
の
育
成
に
つ
き
ま
し
て
も
、
関
係
団

体
と
連
携
を
密
に
し
、
防
火
思
想
の
普
及
活

動
を
槙
極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

環
境
衛
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
快
適
な
生

活
環
境
を
保
持
・
醸
成
す
る
た
め
に
、
ご
み

処
理
事
業
、
環
境
美
化
事
業
、
し
尿
処
理
事

業
、
野
犬
対
策
及
び
狂
犬
病
予
防
対
策
を
推

進
し
て
参
り
ま
し
た
。
ご
み
処
理
事
業
は
、

新
施
設
の
稼
働
に
伴
い
、
旧
施
設
を
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ソ
タ
ー
と
し
て
検
討
を
重
ね
な
が
ら
、

当
面
は
資
源
ご
み
で
ピ
ソ
顆
だ
け
を
分
別
し
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広報かでな

日 �月 �火 �水 �木 �金 �土 

1 �2 �3 �4 

5 �6 �7 �8 �9 �10 �11 

12 �13 �14 �15 �16 �17 �18 

19 �20 �21 �22 �23 �24 �25 

26 �27 �28 �29 �30 � � 

＊定例第4土曜日

午後1：00～3：00

◇川村マミのおはなし広場

日 �月 �火 �水 �木 �金 �土 

1 �2 

3 �4 �5 �6 �7 �8 �9 

10 �11 �12 �13 �14 �15 �16 

17 �18 �19 �20 �21 �22 �23 

セ �25 �26 �27 �28 �29 �30 

佃室時間】
0火一会【tB

午前9：30－午後6：00
0土・日曜日

（土）午後1030－午後400

（日）午前930～午後400

ロは体重日

臍＼ノ′

平成10年4月1日

磨哲
屈霊室へまだ一度も屋を運んだことのないゐなたへ

どうしたらかりることができるかな？と、悩んでいるあなたへ
一度、図書室へ来てみませんか？

≪今月のおススメ本≫　手回は実用雷を紹介しま～す。

■いt込●てドールハウスづくり
■‾‾‾
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平成10年4月1日広報かでな
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葦
酔
笹

′

▲

－

、

ヽ

′
　
▲
．
、
．
1
1

て
い
た
だ
き
、
そ
の
回
収
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
、
排

出
抑
制
を
図
り
、
最
終
処
分
場
の
延
命

化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
新
施
設
の
管

理
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
比
謝
川
行

政
事
務
組
合
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

施
設
の
効
率
的
な
運
用
に
努
め
て
参
り

ます。
－
産
業
振
興
に
つ
い
て
ー

つ
ぎ
に
、
産
業
振
興
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

限
ら
れ
た
僅
か
な
町
域
の
中
で
本
町

の
産
業
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
を
図

り
、
継
続
的
な
雇
用
を
創
出
し
、
若
い

世
代
が
夢
を
持
て
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
す
る
た
め
に
も
、
産
業
振
興
は
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
今
、
新
し
い
産
業
の
創

出
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

高
度
情
報
化
社
会
が
、
今
ま
さ
に
到
来
し

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
本
町
に
お
け
る
情

報
化
の
あ
り
方
、
特
に
嘉
手
納
タ
ウ
ソ
セ
ン

タ
ー
開
発
事
業
に
お
け
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

機
能
の
活
用
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
二
十

鵬
世
紀
の
高
度
情
報
化
社
会
に
向
け
た
、
本

町
の
情
報
化
構
想
の
作
成
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。
更
に
、
都
市
型
産
業
と
し
て
今
後
の

産
業
の
先
導
役
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
情
報
・
通
信
関
連
産
業
の
創
業
環
境
を

整
備
す
る
た
め
の
支
援
の
場
を
つ
く
る
と
と

も
に
、
企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取
組
む
た
め

の
調
査
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

商
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ソ
が
進
展
す
る
中
、
近
隣
市
町
村
へ
の

大
型
店
の
進
出
、
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ

の
出
店
、
消
費
者
の
購
買
行
動
の
変
化
等
に

よ
り
、
商
業
環
境
は
激
変
し
て
お
り
、
本
町

の
商
業
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
新
年

度
に
お
き
ま
し
て
も
、
商
店
街
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
平
成
九
年
度
に
引
続
き
小
規
模

商
工
業
著
の
経
営
を
援
助
す
る
小
口
資
金
融

資
制
度
の
継
続
と
商
工
会
へ
の
助
成
、
町
民

の
融
和
と
文
化
の
継
承
に
六
献
し
、
商
業
の

活
性
化
に
連
動
す
る
野
図
線
管
ま
つ
り
や
エ

イ
サ
ー
広
場
等
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を
実

施
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
比
謝
川
に
清
流

を
取
戻
し
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
復
活

を
目
指
す
「
Y
O
u
・
遊
・
比
謝
川
」
　
の
イ
ペ

ソ
ト
事
業
に
も
引
続
き
補
助
金
を
交
付
し
て

参
り
ま
す
。
更
に
、
一
六
〇
五
年
に
我
が
町

が
生
ん
だ
偉
人
野
図
線
管
が
、
中
国
福
建
省

か
ら
甘
藷
を
伝
え
て
か
ら
二
〇
〇
五
年
で
四

〇
〇
年
の
節
目
に
当
た
り
ま
す
。
甘
藷
伝
来

四
〇
〇
年
祭
に
向
け
て
「
甘
藷
伝
来
四
〇
〇

年
祭
実
行
委
員
会
」
　
が
昨
年
結
成
さ
れ
、
泡

盛
寄
贈
事
業
等
、
一
部
の
事
業
は
始
ま
っ
て

お
り
ま
す
。
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
甘

藷
に
関
す
る
史
料
等
の
収
集
を
行
っ
て
参
り

ます。本
町
の
農
業
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
黙
認

耕
作
地
内
に
集
中
し
、
諸
々
の
制
約
の
他
、

就
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
問
題
や
販
路
拡

大
等
、
大
変
厳
し
い
課
題
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
農
家
を

支
援
す
る
た
め
に
、
農
道
舗
装
工
事
等
を
引

き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
優
良
農
政
具

購
入
や
農
薬
購
入
の
助
成
事
業
を
継
続
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
農
業

振
興
を
は
じ
め
、
農
業
団
体
の
活
性
化
と
後

継
者
の
育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

水
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に

漁
民
の
研
修
施
設
及
び
荷
捌
施
設
、
漁
具
倉

庫
等
、
漁
業
振
興
の
基
盤
整
備
を
実
施
し
て

参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
漁
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
施
設
を
有
効
活
用
し
魅
力
あ

る
漁
業
を
め
ざ
し
、
後
継
者
の
育
成
や
組
織

威
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
優
良
水
産
機
具

購
入
や
漁
船
燃
料
購
入
の
助
成
事
業
を
継
続

し
、
漁
民
の
生
活
基
盤
の
安
定
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。
畜
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
周
辺
地
域
と

の
環
境
の
調
和
を
図
る
た
め
、
悪
臭
防
止
対

策
の
支
援
指
導
を
引
続
き
強
化
す
る
と
と
も

に
、
畜
産
農
家
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
畜

産
環
境
の
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

－
町
民
盃
祉
の
向
上
に
つ
い
て
1

町
民
福
祉
の
向
上
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す。
嘉
手
納
町
の
将
来
像
で
あ
り
ま
す
「
安
ら

ぎ
と
生
き
甲
斐
に
み
ち
た
ま
ち
・
嘉
手
納
」

を
掲
げ
て
こ
れ
ま
で
様
々
な
施
第
を
展
開
し
、

福
祉
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
地
域

福
祉
に
対
し
て
は
、
こ
れ
で
十
分
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
な
く
、
町
ぐ
る
み
の
地
域
福
祉

づ
く
り
へ
向
け
て
の
取
組
み
強
化
が
望
ま
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
町
の
高

齢
化
率
は
、
平
成
二
年
の
国
勢
調
査
に
お
け

る
高
齢
化
率
が
、
一
〇
・
四
％
、
平
成
七
年

の
国
勢
調
査
に
お
け
る
高
齢
化
率
は
十
三
・
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本町の水道事業にかかる委託集金人及び検針員の紹介

†H H　　　　　　　　　　　　　史士人

㌫鉦駐筆さん　　　伊佐英俊さん　　名嘉初枝さん
棚妾毒葦jヨト室亘二幸∋‾宣∋毒享‾寺弓‾毒弓寺請こき沌卜皇≡喜毒∃丁竜喜iji葺も富子ヰ1－ぐ手相弼‾毒享二幸⇒「宣糟二さき阜宴二宮亭主∈雪盲∋奄きて三，て≡壬「ききi∋子守寺請一手守一毒草う葦卓二さすモさき

都市開発課移転のお知らせ

●嘉手納タウンセンター開発事業の動き●

磋啓　晩泰の侯、皆様におかれまし

てはますますご隆盛のこととお慶び

申し上げます。千着は多大なご協力

を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、このたび当味では、風間各

地区の地域の皆さんとよりいっそう

連視を取り、常務推進を実施するた

め、事務所を乎凰10年4月1日より

下乳に移転することにいたしよした。

つきましては、新住所をご宮内致し

ます。今後ともご協力を跨りますよ

うお願い申し上げます。　　敬具

記

新住所：嘉手納町字裏手糾63番地

業務開始日：平成10年4月1日（水）

TEL956－2222　FAX956－2818

く移転先案内図〉

業　　　　　務　　　　　等

梶山静六内閣官房長官の私的諮問機関「沖縄米軍基地所在市

町村に関する懇談会」発足。

沖縄懇談会が基地を抱える県内市町村の振興策をまとめ、梶

山官房長官に答申。沖縄懇談会の振興策として「嘉手納タウ
ソセソタ一構想」が例示される。

機構改革により建設振興部に都市開発課が新設される。

嘉手納タウソセンター構想説明会（軍用地等地主会館2階ホー
ル）

町商工会商業部会との懇談会。（商工会館3F）

那覇防衛施設局へ、H9年度事業補助金申請資料、H10年度

事業概算要求申請資料を提出。

町商工会建設工業部会と懇談会（商工会館3F）
ロータリー商栄会での勉強会と意見交換。

嘉手納タウソセンター権利者協議会発足準備会開催。

商工会青年部とタウソセソタ一事業について懇談会。（商工

会館3F）

チーム未来委嘱状交付式及び岡本補佐官、佐藤主幹（内政審

議室）との懇談会

第二回チーム未来会議及び新メソバー委嘱状交付式。
タウソ七ソター開発事業権利者協議会発足準備委員会。

（2暗中会議室）

第三回チーム未来会議（東京）及び島田履應大学教授との懇
談会
第四回チーム未来会議

平成9年度嘉手納タウソセソター開発事業補助金交付申請

平成9年度嘉手納タウンセソター開発事業補助金交付決定通

知

嘉手納タウンセンター開発事業権利者協議会発足準備委員会
先進地視察。岡山市、広島市の再開発事業

嘉手納タウンセソター開発事業権利者協議会発足準備委員会

先進地視察。福岡市、下関市の再開発事業。

催文 重苦 内l． �匡司 

18日　第3回生命の壱主動フェスティバル 

26日　細見寛　Wタイヤ　RALLY　講演会 

六
％
と
確
実
に
伸
び
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
推
移
す
れ
ば
二
〇
〇

五
年
に
は
約
二
〇
％
に
な
り
、
五
人
に

一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
占

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
町
の
老
人
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
者
の
生
き
甲
斐
づ
く
り
と
健
康
づ

く
り
な
ど
の
施
策
を
進
め
る
た
め
に
、

嘉
手
納
町
高
齢
者
保
軽
福
祉
計
画
に
基

づ
い
て
施
策
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
懸
案
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ソ
タ
1

も
開
設
さ
れ
、
活
動
を
始
め
て
お
り
ま

す
。
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
引
続
■

き
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
助
成
、
各
種

サ
ー
ク
ル
活
動
の
育
成
指
導
を
図
り
つ

つ
、
敬
老
年
金
等
の
支
給
を
継
続
実
施

し
、
老
人
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き

り
老
人
に
対
し
て
は
、
日
常
生
活
用
具
の
給

付
、
老
人
医
療
助
成
、
そ
し
て
在
宅
ケ
ア
の

三
本
柱
で
あ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
の
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
特
に
新
規
事
業
と

し
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
土
・
日
・
祝
祭
日

も
受
け
入
れ
る
ホ
リ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

を
は
じ
め
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

一
人
一
日
一
食
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
や

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
図
る
等
、
在

宅
老
人
福
祉
の
更
な
る
充
実
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
各
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ソ

タ
ー
へ
の
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ソ
の
設
置
や
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
小
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
事
業
へ

の
助
成
等
、
各
小
地
域
の
在
宅
老
人
福
祉
の

充
実
に
も
努
め
て
参
り
ま
す
。
な
お
、
在
宅

介
護
の
困
難
な
お
年
寄
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

老
人
福
祉
施
設
へ
の
入
所
手
続
き
の
支
援
等

も
継
続
し
て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
障
害
を

持
つ
方
々
が
自
由
に
社
会
参
加
が
で
き
、
生

き
甲
斐
と
自
立
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
に

こ
れ
ま
で
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
新
年
度
は
、

待
望
の
身
体
降
雪
者
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ

に
基
づ
き
実
態
に
対
応
し
た
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
身
体
障
害
者
が
普

通
に
生
活
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
等
、
諸
々

の
施
策
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
自

活
が
困
難
な
重
度
障
害
者
（
児
）
に
対
し
て

は
、
民
生
児
童
委
員
及
び
各
福
祉
団
体
と
連

携
を
図
り
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
を
は
じ

め
、
医
療
費
助
成
や
身
体
障
害
者
相
談
等
、

在
宅
福
祉
事
業
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
な
お
、

在
宅
に
お
い
て
自
立
の
困
難
な
重
度
陣
営
者

に
つ
き
ま
し
て
は
、
降
雪
に
応
じ
て
施
設
入

所
手
続
き
の
支
援
等
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

女
性
の
社
会
進
出
、
少
子
化
、
核
家
族
化

と
児
童
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

社
会
全
体
の
育
児
顔
能
が
低
下
し
て
お
り
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
た
環
境
整
備
を
早
急
に

整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て

も
少
子
化
現
象
は
例
外
で
な
く
、
昭
和
六
十

年
度
を
境
に
保
育
所
入
所
児
童
数
は
年
々
減

少
し
て
お
り
、
平
成
八
年
度
か
ら
定
員
三
〇

〇
人
を
二
四
〇
人
に
事
項
変
更
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
日
で
は
、
多
種
多
様
な
保
育
体
制

の
在
り
方
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
、
児
童
の
た
め
に
本
当
に
必
要

な
保
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
障
害
児
保

育
、
開
所
時
閉
廷
長
保
育
、
時
間
延
長
型
保

育
、
処
遇
特
別
加
算
事
業
、
す
こ
や
か
保
育

サ
ー
ビ
ス
等
、
新
し
い
制
度
を
導
入
す
る
と

と
も
に
、
児
童
手
当
制
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、

そ
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
未
申
請
者
の
解
消

に
努
め
、
児
童
福
祉
の
向
上
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。
母
子
、
父
子
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

年
度
も
引
続
き
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
町

母
子
寡
婦
福
祉
会
と
連
携
し
て
、
就
学
・
入

学
祝
金
の
支
給
や
母
子
福
祉
資
金
貸
付
、
児

童
扶
養
手
当
、
母
子
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
、

生
活
相
談
、
指
導
助
言
等
を
実
施
し
、
母
子
、

父
子
家
庭
の
福
祉
の
増
進
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。保
健
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
伝
染
病
予

防
、
老
人
保
健
、
母
子
保
健
、
乳
児
医
療
費

助
成
、
輪
神
保
健
福
祉
対
策
等
を
引
続
き
実

施
し
、
町
民
の
健
康
管
理
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
特
に
老
人
保
健
事
業
に
お
け
る
集
団
検

診
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
有
所
見
率
が
依
然

と
し
て
高
く
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
を
図
る
た
め
、
住
民
集
団
検
診
を
休
日
も

実
施
し
検
診
の
機
会
を
増
や
し
て
受
診
率
の

向
上
に
努
め
、
併
せ
て
、
婦
人
ガ
ン
検
診
の

医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
総
合
福
祉
セ
／
タ
ー
内
ト
レ

ー
ニ
ソ
グ
室
の
機
器
整
備
を
図
り
、
専
門
職

に
よ
る
町
民
へ
の
操
舵
訓
練
や
指
導
を
図
り

つ
つ
、
操
体
指
導
者
養
成
を
し
、
町
民
の
健

康
管
理
の
充
実
強
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

母
子
保
健
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
年
度
は
、

母
子
が
住
み
ょ
い
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、

本
町
に
お
け
る
水
道
料
金
は
自
主
納

付
ま
た
は
U
座
振
替
の
方
法
で
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
こ
れ
ら
の

方
法
が
と
れ
な
い
ご
家
庭
に
つ
い
て
は
、

集
金
に
よ
る
方
法
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
本
町
に
お
け
る
集

金
人
な
ら
び
に
検
針
員
を
次
の
方
々
に

委
託
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



広報かでな

平成巨椚圭度も∵謳異動

平成10年4月1日

新　所　員　部　課 �新　職　名 �氏　名 �1日　所　属　部　課 �旧　職　名 �檎事 

退　　　　　　　　　　職 �定　　　　　年 �長　嶺　由　弘 �教育委員会教育総務課 �汽　　閃　　士 �3／31 

退　　　　　　　　　　職 �定　　　　　年 �高江洲春子 �民　生福祉部厚生課 �調　　理　　員 �3／31 

建　設　振　興　　部 �建設振興部長 �山人端立正 �議　会　事　務　局 �議会事務局長 �昇任 

議　会　事　務　局 �議会事務局長 �平　良　専　市 �企画総務部税務課 �税　務　課　長 � 

企画　稔務　部　税務課 �税　務　課　長 �平安名柴信 �消　　　防　　　本　　　部 �課長補佐兼予防係長 �昇任 

企画捻務　部捻務課 �主　　　　　幹 �奥　間　秀　和 �民生福祉部住民課 �課　長　補　佐 �昇任 

嘉手納町社会福祉協議会 �事　務　局　長 �奥　間　秀　和 �企画稔務部稔務課 �主　　　　　　幹 �出向 

消　　　防　　　本　　　部 �課長補佐兼雷防係長 �幸　世　川　浮 �民生福祉部厚生課 �課長補佐兼児童係長 � 

企画総務部基地渉外課 �基地渉外係長 �高江洲呂盛 �企画捻務部税務課 �賃　産　現係　長 � 

消　　防　　本　　部 �庶　務　係　長 �平　田　浩　一 �企画総務部基地渉外課 �基地渉外係長 � 

教育委員会学校教育課 �学校教育係長 �塩川恵美子 �民生福祉部住民課 �住　民　係　長 � 

企画捻務部税務課 �資産税係　長 �儀　間　暫　次 �民生福祉部厚生課 �厚　生　係　長 � 

消　　　防　　　本　　　部 �予　防　係　長 �書友名松慶 �民生福祉部保健衛生課 �環境衛生係長 � 

教育委員会教育捻務課 �教育総務係長 �津波古行一一 �建設振興部都市建設課 �区画整理係長 � 

建設振興部都市建設課 �下水道係　長 �仲　尾　義　政 �建設振興部都市建設課 �建設計画係長 � 

建設振興部都市建設課 �建　設　係　長 �星嘉比政吉 �建設振興部水道課 �下　水　道　係　長 � 

民生福祉　部住民課 �住　民　係　長 �比　嘉　政　子 �教育委員会学校教育課 �学校教育係長 � 

建設振興部都市建設課 �都市計画係長 �屋　比　久　昭 �教育委貝全教背振務課 �教育捻務係長 � 

民生福祉部保健術生課 �瑠境衛生係長 �花　城　　隆 �消　　防　　本　　部 �庶　務　係　長 � 

民生福祉　部厚　生　課 �厚　生　係　長 �渡嘉敷遮光 �消　　防　　本　　部 �警　防　係　長 � 

民生福　祉　部厚　生課 �児　童　係　長 �大城久美子 �企画稔務部捻務諜 �主　任　主　事 �昇任 

建設振興　部　水道課 �主　任　技　手 �又　吉　盛　順 �企画捻務部稔務課 �主　任　主　事 � 

企画　捻務　部　税　務　課 �主　任　主　事 �徳　里　秋　子 �企画捻務部捻務課 �主　任　主　事 � 

建設振興部産業振興課 �主　任　主　事 �奥　間　　匡 �企画総務部捻務課 �主　任　主　事 � 

民生　福　祉　部厚　生課 �主　　　　　事 �町　田　　倭 �企画捻務部基地渉外課 �主　　　　　　事 � 

企　画捻務　部稔務　課 �主　　　　　事 �高木さゆり �企画給務部税務課 �主　　　　　　事 � 

企画総務部電子計算室 �主　　　　　事 �我　謝　治　彦 �企画総務部税務課 �主　　　　　　事 � 

企画捻務　部総　務課 �主　任　主　事 �亀　島　　強 �企画総務部電子計算室 �主　任　主　事 � 

教育委員会中央公民館 �主　　事　　補 �新　城　奈　巳 �民生福祉部住民課 �主　　事　　補 � 

教育委員会最良児童体育館 �児童指導　員 �安　里　恭　子 �民生福祉部厚生課 �保　　　　　　母 � 

企画総務　部税務課 �主　　　　　事 �金　城　睦　和 �建設振興部都市建設課 �技　　　　　　手 � 

企画総務　部捻務　課 �主　　事　　補 �宮閲めぐみ �建設振興部都市建設課 �主　　事　　補 � 

建　設振　興　部　水道　課 �主　任　主　事 �有　銘　　板 �建設振興部産業振興課 �主　任　主　事 � 

建設振興部都市建設課 �主　任　技　手 �占．謝　宏　吉 �建設振興部産業振興課 �主　任　主　事 � 

建設振興部都市建設課 �主　任　技　手 �赤　韻　　明 �建設振興部水道課 �主　任　技　手 � 

企画総務部企画調整課 �主　　　　　事 �前　原　信　博 �建設振興部水道諜 �技　　　　　手 � 

建設振興部都市建設課 �主　　　　　事 �奥　間　広　美 �建設振興部水道課 �主　　　　　　事 � 

建設振興部産業振興課 �主　　　　　事 �山　里　美　佐 �建設振興部　水道課 �主　　　　　　事 � 

民生福祉部厚　生課 �保　　　　　母 �比　嘉　房　枝 �教育委員会嘉手納地区児童館 �児　童　指　導こ　員 � 

民生福祉部　住民課 �主　　　　　事 �知　念　晋　千 �教育委n会中央公民館 �主　　　　　　事 � 

山平成10年4月1日広報かでな

－7－

母
子
保
建
実
施
計
画
を
策
定
し
て
参
り
ま
す
。

そ
し
て
、
崖
良
、
嘉
手
納
地
区
に
母
子
が
集

え
る
「
い
き
い
き
ル
ー
ム
」
を
開
設
し
、
育

児
相
談
、
指
導
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
参
り
ま
す
。
括
神
保
鮭
福
祉
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
構
神
療
養
者
が
憩
え

る
場
所
と
し
て
、
柄
神
療
養
者
家
族
会
に
よ

る
作
業
所
を
設
置
し
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

及
び
保
健
所
と
連
携
し
な
が
ら
栴
神
療
養
者

の
社
会
的
自
立
に
向
け
て
、
家
族
会
を
支
援

し
て
参
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
町

で
も
年
々
医
療
費
が
増
大
し
、
捻
医
療
費
に

お
い
て
、
平
成
元
年
度
以
降
七
年
間
で
六
五
・

七
％
の
大
幅
な
伸
び
を
示
し
、
逼
迫
し
た
国

保
財
政
の
大
き
な
要
因
と
も
な
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
も
、
高
齢
化
に
よ
る
医
療
給
付
費

の
増
大
や
医
療
技
術
の
進
歩
、
受
診
率
の
上

昇
等
か
ら
、
今
後
も
医
療
費
の
増
加
は
避
け

ら
れ
ず
、
国
保
財
政
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
が

増
す
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
を

受
け
と
め
、
新
年
度
は
、
保
健
予
防
、
福
祉

部
門
と
連
携
を
密
に
し
、
医
療
費
の
適
正
化
、

保
健
事
業
の
充
実
、
国
保
税
の
収
納
対
策
を

中
心
に
取
組
み
を
亜
化
し
、
国
保
事
業

の
健
全
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
医
療

費
の
適
正
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
受

診
・
重
複
受
診
者
へ
の
指
導
、
レ
セ
プ

ト
点
検
の
蔵
化
を
行
う
と
と
も
に
、
広

報
誌
等
を
活
用
し
て
適
正
受
診
へ
の
啓

蒙
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
保
健
事

業
に
お
き
ま
し
て
は
、
ガ
ン
検
診
・
人

間
ド
ッ
ク
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
等
を

実
施
し
、
は
り
・
き
ゆ
う
・
あ
ん
ま
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
へ
の
助
成
も
引
続
き
行
っ

て
参
り
ま
す
。

老
人
医
療
に
関
し
ま
し
て
は
、
昨
年
、

社
会
問
題
化
し
た
老
人
デ
イ
・
ケ
ア
診

療
問
題
に
端
を
尭
し
、
高
齢
化
社
会
の

進
展
に
伴
う
老
人
医
療
と
福
祉
行
政
の

あ
り
方
が
新
た
め
て
問
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、
老
人
医

癖
の
問
題
は
、
介
護
保
険
制
度
も
含
め

て
福
祉
、
保
健
予
防
と
の
連
携
が
よ
り

重
要
と
な
っ
て
参
り
ま
す
。
未
官
有
の

高
齢
化
社
会
、
老
人
医
療
受
給
者
数
の

増
加
と
医
療
費
の
増
大
は
避
け
て
通
れ

な
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

中
に
あ
っ
て
、
い
か
に
老
人
医
療
制
度

を
安
定
さ
せ
健
全
運
営
を
確
保
し
て
い

く
か
が
行
政
課
越
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
医
療
費
の
適
正
化
対

策
は
喫
緊
の
要
務
と
し
て
取
組
み
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
年
度
に

お
い
て
は
、
保
健
予
防
部
門
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、
老
人
デ
イ
・
ケ
ア
を
始
め
と
す

る
医
療
の
適
正
受
診
の
指
導
強
化
、
老

人
医
療
制
度
へ
の
理
解
を
促
す
た
め
の

パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
配
付
、
広
報
掲
載
等
、

啓
蒙
活
動
の
強
化
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
の
人
口
の
高
齢
化
は
、
世
界
に
例

の
な
い
速
度
で
進
行
し
て
お
り
、
二
十
一
世

紀
の
超
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
目
前
に
控
え

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
国
民
年
金
制
度

は
い
ま
や
老
後
の
生
活
設
計
の
主
柱
と
し
て

無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
背
景
と
し
て
、
新

年
度
も
引
続
き
、
町
民
の
国
民
年
金
受
給
権

確
保
に
向
け
、
適
用
及
び
検
認
対
策
を
一
層

強
化
し
て
参
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
広
報

媒
休
を
利
用
し
て
の
広
報
活
動
、
各
家
庭
を

訪
問
し
て
の
指
導
、
更
に
は
相
談
窓
口
等
を

設
置
し
、
制
度
の
周
知
と
普
及
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
ま
た
今
回
、
初
の
試
み
と
し
て
一

つ
の
行
政
区
を
国
民
年
金
制
度
普
及
モ
デ
ル

地
区
に
指
定
し
、
重
点
的
か
つ
戦
略
的
に
国

民
年
金
制
度
の
啓
蒙
普
及
活
動
等
を
展
開
し

て
参
り
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
確
立
は
、
高
齢

化
社
会
の
核
と
な
る
荷
い
手
と
し
て
極
め
て

重
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
中

央
区
、
束
区
「
－
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
、
区
民
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
大
い
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予言＼、‾．涌汀をアピーJL
去る2月24日、町学力向上対策推進委員会地域教育部会によ

り屋良、嘉手納の両小学校及び嘉手納中学校に「あいさつの町

嘉手納町」の看板が掲げられました。

同部会では学力向上には学習指導のみではなく、地域環境の

果たす役割も大きいとの観点から、その環境つくりの第一歩と

してあいさつ励行を行っています。

今回設覆された看板には「こんにちは」というあいさつがウ

チナークチ、英語、中国語など11力国語で表示されており、こ

の看板について同部会では「匡l際的な人材育成を目指すという

ことと、イチヤリパチヨーデーという沖縄の楕神を子供達に浸

透させると共に町内外にアピールしたい。」と話していました。

●い七つの■′暮●●■一l　　　　　　　■
To▼れ○●－○●tlnt1く●■●n●▼CIHr　　　　メ

札■■l tl　■■●■l■，　　　　　　一　・・　ナ
－●t■かいdo■■ll■○●1－On●1Cho

P■●－t■■LL■■r「l■d■れ〇一Cho●■

こん1こうは　仙ヽn●Cl欄■＝
′＼■r℡T　■　　八丁一タ「r t

11●■●l・■■　　H■lt■11†

〇〇〇d●仙■nt　ク→ケナフ■タ■－ン
t l●　ニーハ1－

t11●■▲　アシェ■ンハt■l

■月On T●■llクーナンクーク
■■l－1■■t W■1■●l　▼■■■‥、■、■、

■M′Url rシソ】‾九」

血●t■■○●l　フェチユタんナ1
h馴日印■rn●l　フ■ンソ■W
dpP●■¢▼■yl1T●いスラーユトウイナ■■

r

冊‾閥が研究発表会
「育もう／子どもの夢と生きる」をスローガンに、第16匡l

嘉手納町PTA研究大会が去る3月7日中央公民館で開催され

ました。　手回の大会は「PTA組織の活性化について」（実

践活動をとおして）を研究テーマに行われ、福地勉（嘉小）、

上地安重（幕中）、新垣栄幸（屋小）の3PTA会長が、それ

ぞれ実際の活動をもとに研究発表を行い、また児暮生徒を代表

して嘉小5年生の宮里真奈美さん、屋小4年生の埼原愛さん、

嘉中2年生の金城静香さんの3人も意見発表を行いました。

その後参加者全員で大会宣言・決議を採択し閉会しました。

三言∴㌦
26　24　23

日　日　日

－15－

151210　9

日　日　日　日

に
利
活
用
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。
新
年
度
に

お
き
ま
し
て
も
各
自
治
会
に
対
し
て
の
補
助

を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
西
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
七
ソ
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ

の
老
朽
化
に
伴
う
建
替
事
業
を
推
進
し
、
平

成
九
年
度
は
、
一
部
の
物
件
補
償
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
が
、
新
年
度
は
残
さ
れ
た
物
件

補
償
、
用
地
購
入
及
び
実
施
設
計
を
行
い
、

引
続
き
建
設
工
事
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

－
教
育
・
文
化
の
向
上
に
つ
い
て
－

教
育
・
文
化
の
向
上
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。子
供
た
ち
が
、
来
る
二
十
一
世
紀
を
、
心

豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
に
は
、

「
生
き
る
力
」
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
学
校
教
育
の
中
で
「
自

ら
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
自
ら
考
え
主

体
的
に
判
断
し
行
動
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を

解
決
す
る
資
質
・
能
力
の
育
成
や
自
ら
を
律

し
っ
つ
、
他
人
と
と
も
に
協
調
し
て
他
人
を

思
い
や
る
心
や
感
動
す
る
心
な
ど
豊
か
な
人

間
性
、
更
に
は
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め

の
健
康
や
体
力
」
を
培
う
こ
と
が
重
要
祝
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
学
校
教
育
は
、
本
町
教
育

委
員
会
の
基
本
方
針
及
び
主
要
施
策
に
よ
り
、

「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和
の
と
れ
た
町
民
の

育
成
を
目
指
し
、
特
に
先
達
野
図
線
管
を
町

教
育
の
指
標
に
「
国
際
性
、
進
取
の
気
象
に

富
み
社
会
に
頁
献
で
き
る
人
材
の
育
成
と
生

涯
学
習
の
振
興
」
を
町
教
育
目
標
に
掲
げ
推

進
し
て
参
り
ま
し
た
。
学
力
向
上
対
策
は
、

こ
れ
ま
で
の
県
教
育
委
員
会
主
導
か
ら
各
市

町
村
教
育
委
員
会
の
主
導
で
推
進
す
る
方
向

に
転
換
さ
れ
、
本
町
と
し
て
も
独
自
の
施
策

を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。
そ
の
中
で
特
に

「
特
色
あ
る
園
・
学
校
づ
く
り
」
「
学
習
指

導
の
改
善
・
充
実
」
「
生
徒
指
導
の
充
実
W

と
い
う
三
本
の
柱
を
位
匿
付
け
、
学
校
長
を

中
心
に
全
職
員
体
制
で
、
そ
の
具
現
化
を
強

力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
・
地
域
の

希
望
者
を
、
放
課
後
過
二
回
程
度
、
英
会
話

教
室
と
し
て
開
設
し
て
参
り
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
じ
め
、
不
登
校
（
心
因
性
）
、
深
夜
誹
掴
、

中
・
高
校
生
の
交
通
事
故
等
、
全
国
的
に
も

社
会
間
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
町
で
は
、

青
少
年
セ
ソ
タ
ー
を
拠
点
に
教
育
相
談
員
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ソ
セ
ラ
1
（
臨
床
心
理
士
）
、

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
、
警
察
署
等
関
係

機
関
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
夜
間
指
導
、

朝
夕
の
広
報
啓
蒙
活
動
、
環
境
浄
化
活
動
、

教
育
講
演
会
な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

連
携
・
協
力
を
図
り
、
基
本
的
な
生
活

習
慣
の
形
成
、
基
礎
的
・
基
本
的
事
項

の
定
着
、
生
命
の
尊
重
の
心
や
畏
敬
の

念
な
ど
豊
か
な
心
の
教
育
の
推
進
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
本
町
児
竜
・
生
徒
の
実
践

的
英
語
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
国
際
化
・
情
報
化
時

代
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
能
力
が
強

く
要
求
さ
れ
ま
す
。
英
語
（
会
話
）
教

育
の
充
実
は
、
本
町
児
童
・
生
徒
の
個

性
を
伸
長
し
「
生
き
る
力
」
の
基
礎
に

な
り
、
異
文
化
理
解
や
国
際
理
解
教
育

の
充
実
に
も
つ
な
が
り
、
国
際
的
人
材

育
成
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
小
学
校
で
は
低
学
年
、

中
学
年
、
高
学
年
そ
れ
ぞ
れ
希
望
者
を

つ
の
り
、
中
学
校
で
は
、
各
学
年
毎
に

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
心
因
性
と

み
ら
れ
る
不
登
校
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
、

教
師
に
カ
ウ
ソ
セ
リ
ソ
グ
を
施
し
、
成
果
を

上
げ
つ
つ
あ
り
、
引
続
き
一
人
ひ
と
り
の
子

供
の
全
面
先
達
を
目
指
し
た
生
徒
指
導
を
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

続
き
嘉
手
納
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ソ
ド
等
の
敷

地
の
拡
張
を
継
続
し
て
実
施
し
、
学
校
環
境

の
早
期
整
備
に
向
け
て
事
業
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。
図
苫
館
シ
ス
テ
ム
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
九
年
度
に
お
い
て
嘉
手
納
小
学
校

図
書
館
と
中
央
公
民
館
図
書
室
に
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
そ
の
オ
ソ
ラ
イ
ソ
化
を
回
り
、

双
方
の
図
書
が
検
索
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く

り
上
げ
ま
し
た
。
新
年
度
は
、
嘉
手
納
中
学

校
、
屋
良
小
学
校
へ
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
導

入
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
に
対

し
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、

な
ん
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
」
学
べ
る
学
習

機
会
の
拡
充
を
図
り
、
町
民
自
ら
が
生
涯
学

習
活
動
を
行
う
た
め
の
諸
条
件
を
整
備
し
て

参
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
社
会
教
育
団
体

の
指
導
者
研
修
の
充
実
を
図
り
、
指
等
者
の

養
成
並
び
に
そ
の
発
掘
に
努
め
、
諸
課
題
解

決
に
あ
た
る
体
制
づ
く
り
を
支
援
致
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
人
材
バ
ソ
ク
の
充
実
等
を
通
し
て

地
域
教
育
の
活
性
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

生
涯
学
習
活
動
の
身
近
な
拠
点
と
し
て
中

カ
雁
が
酪
哲
哀
振

老
人
福
祉
向
上
と
会
員
相
互
の
親
睦

及
び
地
域
社
会
と
の
交
流
を
目
的
に

「
平
成
九
年
度
裏
毛
連
・
作
品
展
示
会
」

が
去
る
二
月
二
十
日
二
一
十
一
田
の
両

日
、
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
作
品
は
盆
栽
か
ら
手
芸
、

加
工
食
品
等
多
種
に
渡
り
、
老
人
ク
ラ

フ
会
員
の
皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
趣
味
で

手
が
け
た
作
品
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
と

お
し
て
作
成
し
た
も
の
。

会
壕
に
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
た
作
品

の
出
来
は
え
に
、
観
覧
に
訪
れ
た
人
々

も
感
心
し
き
り
で
し
た
。

l
、
J
 
u
〓
い
い
l
■
川
■

′

ノ

・

′

p

 

H

芸∴∵∵

サ

ー

小

′

　

，

ノ

r

 

U

環
境
保
護
に
望
て
て

地
球
親
機
の
同
最
と
し
て
取
り
ざ
た
さ

れ
て
い
る
オ
ソ
ン
層
の
破
壇
。
そ
の
原
因

と
さ
れ
る
の
が
冷
蔵
庫
や
ク
⊥
フ
ー
奪
家

電
製
品
に
も
使
わ
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
ガ
ス

で
、
そ
の
処
理
に
つ
い
て
も
世
界
的
に
議

論
さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
財
団
法
人
家
電
製
品

協
会
と
全
国
廉
家
電
品
適
正
処
理
協
力
協

議
会
か
ら
比
甜
川
行
政
事
痛
組
合
へ
フ
ロ

ン
ガ
ス
回
収
機
が
寄
贈
さ
れ
、
去
る
三
月

四
日
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

手
回
寄
贈
さ
れ
た
回
収
機
は
冷
蔵
庫
な

ど
に
残
っ
て
い
る
フ
ロ
ン
ガ
ス
を
、
気
化

し
て
い
る
も
の
だ
け
で
な
く
庫
内
の
オ
イ

ル
に
溶
け
込
ん
で
い
る
も
の
ま
で
回
収
す

る
と
い
う
高
性
能
な
も
の
。
回
収
し
た
フ

ロ
ン
ガ
ス
は
専
用
の
二
十
リ
ッ
ト
ル
ボ
ン

ベ
に
貯
め
る
構
造
で
、
ボ
ン
ベ
一
本
に
冷

蔵
庫
二
〇
〇
台
分
が
回
収
可
能
。
回
収
し

た
フ
ロ
ン
ガ
ス
は
高
温
で
破
壌
処
理
さ
れ

る
そ
う
で
す
。

贈
呈
式
の
後
、
早
速
回
収
機
が
披
靂
さ

☆
町
長
の
主
な
行
動

爪
2
月
沌
日
～
3
月
1
5
日
）

＊

∵

‖
1
7
日
　
平
成
十
度
基
地
周
辺
対
策
経

費
説
明
会

1
9
日
　
介
護
支
援
セ
ソ
タ
ー
開
所
式

久
得
霊
園
内
駐
車
場
等
整
備

工
事
安
全
祈
願
祭

2
0
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
示
等
ア
ー

ブ

カ

ッ

ト

横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
と
懇
談

2
1
日
　
嘉
手
納
中
学
校
創
立
∽
周
年

記
念
式
典

ベ
イ
カ
ー
准
将
と
懇
談

西
浜
区
自
治
会
役
員
へ
講
話

県
町
村
会
定
期
総
会

N
H
K
取
材

2
7
日
　
基
地
交
付
金
連
絡
会
議
役
員

会

＊
3
日
H

l
n
ロ

2

日

5
日

嘉
手
納
高
校
卒
業
式

那
覇
防
衛
施
設
局
と
懇
談

庁
議
防
衛
施
設
庁
、
捻
理
府
へ
要

請
の
た
め
東
京
へ

（
7
日
ま
で
）

嘉
故
知
賢
政
務
次
官
来
訪

議
会
本
会
議

米
国
捻
領
事
へ
要
請

嘉
手
納
中
学
校
卒
業
式
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危錯参加のまをブくりを

去る3月2日から9日にかけて「まちつくりフォーラム」

が開催されました。これは昨年11月に行われた町民会議の

提案事項をさらに検討しようとの主旨で開かれたもので、

産業振興（農林水産）、平和交流等6部門に分け、町内各

団体や町役場職員が参加して行われました。

各部門では「平山を施設農業集積地に」「後継者育成の

ために中高校生に体験学習を」（農林水産部門）「基地行政

から平和行政へ」「基地内の外国人との交流の促進を」（平

和交流部門）「早急に駐車場の確保を」「町民の家付近を活

用して宿泊可能な総合的施設を」（生活・環境部門）「人材

育成のための施策を」「キャンプ地としての施設の充実を」

（教育・文化部門）「心身障害、知的陣害、精神障害者が

助け合える施設を」「小地域ネットウーク活動の推進」（保

健・福祉部門）「道の駅の促進とフェンス側残地の活用」

（商工・観光部門）等の意見が出され活発な討議が行われ

ました。

平成10年4月1日広報かでな
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在
牽
介
漠

支
援
七
、
／
ク
ー
蛋
所

去
る
二
月
十
九
日
「
嘉
手
納
町
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
比
謝
川
の
里
」
の

開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
十
二
月
か
ら
事

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
度
事
務
所
設
備
等
が
整
い
、
ま
た

町
か
ら
福
祉
車
両
も
貸
与
さ
れ
本
格
的

な
始
動
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
看
板
、
及
び
福
祉
重
商
の
贈

呈
式
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
開
所
式

が
行
わ
れ
、
主
催
者
と
し
て
あ
い
さ
つ

に
し
た
社
会
福
祉
法
人
幸
仁
会
理
事
長

の
伊
波
剛
氏
は
「
町
を
は
じ
め
闇
係
皇

位
の
協
力
で
開
所
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
高
齢
化
が
進
み
独
居
老
人
が
増

加
す
る
現
状
で
、
当
セ
ン
タ
1
の
役
割

は
こ
れ
か
ら
増
々
重
要
に
な
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
」
と
話
し
、
続
い
て
式

辞
を
述
べ
た
宮
城
篤
実
町
長
は
「
長
寿

魅
力
あ
る
鳥
挨
y
d
長
芋
寺

と
い
う
喜
ば
し
い
こ
と
が
、
一
方
で
高

齢
化
社
会
と
し
て
様
々
な
課
箆
を
与
え

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
セ

ン
タ
ー
の
開
所
は
意
義
あ
る
こ
と
で
す
。

町
と
し
て
も
二
生
を
こ
の
町
で
過
ご

せ
る
し
仕
組
み
づ
く
り
、
r
こ
の
町
に

生
ま
れ
て
良
か
っ
た
。
J
と
町
民
の
皆

さ
ん
が
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
つ
く
り
を

課
浬
と
し
て
行
政
に
あ
た
っ
て
い
き
ま

す
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
老
人

の
介
護
、
看
積
な
ど
に
つ
い
て
の
椙
淡

を
二
十
四
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は

（
℡
九
五
七
－
〇
八
〇
〇
）
ま
で
。

「
魅
力
あ
る
高
校
を
作
ろ
う
。
」

を
合
い
言
葉
に
「
嘉
手
納
高
校
の
明

日
を
語
る
集
い
」
が
去
る
二
月
十
九

日
嘉
手
納
高
校
視
聴
覚
教
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
、
進
路
や
ス
ポ
ー
ツ

の
面
で
素
晴
ら
し
い
成
績
を
上
げ
て

い
る
同
校
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
に

定
数
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状

を
打
破
し
少
子
化
が
進
行
す
る
二
十

一
世
紀
に
向
け
同
校
が
生
き
残
る
に

は
い
か
に
す
べ
き
か
を
考
え
よ
う
と

の
主
旨
で
行
わ
れ
た
も
の
。

当
日
は
父
母
や
教
育
関
係
者
ら
六

十
人
余
が
参
加
し
、
二
幸
の
基
調
報

告
と
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
の
提
案
が
な
さ

れ
、
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
も
多
く
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
「
国
際
化
、
情
報
化

に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
か

つ
広
い
校
区
か
ら
生
徒
を
集
め
ら
れ

る
学
科
を
新
設
す
べ
き
」
と
い
う
意

見
で
は
概
ね
一
致
。
同
集
い
を
二
十

一
世
紀
に
向
け
魅
力
あ
る
高
校
つ
く

り
の
第
一
歩
と
す
る
こ
と
を
参
加
者

全
員
で
確
認
し
閉
会
し
ま
し
た
。

央
公
民
館
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
社
会
教
育

事
業
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、
必
要

な
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
機
器
等
の
設
備
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
豊
富
な
学
習
資
源
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
施
設
間
の
学
習
情
報
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
情
報
提
供
・
相
談

体
制
を
確
立
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民

の
生
涯
学
習
や
生
活
課
題
の
解
決
に
応
え
る

た
め
、
学
習
の
轢
会
と
場
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
擁

会
と
し
て
、
各
種
講
座
・
教
室
等
の
充
実
を

図
り
、
学
習
を
通
し
て
町
民
の
コ
ミ
ュ
l
〓
ア
イ

1
づ
く
り
に
寄
与
し
て
参
り
ま
す
。
図
書
室

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
読
書
の
場
と
し

て
生
活
に
根
ざ
し
た
図
書
室
づ
く
り
を
目
指

し
、
児
童
を
対
象
と
し
た
「
読
み
聞
か
せ
」

講
盤
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
幼
児
か
ら
老

人
ま
で
の
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
、

町
民
の
本
棚
と
し
て
整
備
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
電
算
シ
ス
テ
ム
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
く
の
情
報
を
迅
速
か
つ
正
確
に
提

供
で
き
る
よ
う
に
デ
ー
タ
の
整
備
に
努
め
、

利
活
用
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

社
会
体
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
年
、
生

活
水
準
の
向
上
や
健
康
に
対
す
る
意
識
が
急

速
に
高
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
地
域
ぐ

る
み
の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
活

動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
町

民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
増
大
や

多
様
化
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
役
割

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
、
そ
の
指
導
技
術

の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
各
種
研
修
会
等
を
実
施
し
、
体
育

指
導
委
員
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
の
指

導
者
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
体
育

協
会
・
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
と
の
連
携
・

協
力
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
町

野
球
場
で
の
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
や
大
学
の

キ
ャ
ソ
ブ
イ
ソ
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
技
術

向
上
の
た
め
の
教
室
及
び
講
習
会
等
の
拡
充

に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

文
化
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
日

ま
で
地
域
文
化
振
興
の
組
織
と
し
て
文

化
協
会
を
中
心
に
、
町
民
文
化
の
発
表

の
場
、
創
造
の
場
が
創
出
さ
れ
て
参
り

ま
し
た
。
今
後
も
、
引
続
き
か
で
な
文

化
セ
ソ
タ
ー
を
中
心
に
、
自
ら
企
画
参

加
す
る
文
化
祭
や
そ
の
他
様
々
な
文
化

事
業
を
展
開
し
、
町
民
文
化
の
高
揚
に

貢
献
し
て
参
り
ま
す
。
か
で
な
文
化
セ

ソ
ク
ー
は
、
各
種
の
音
楽
会
、
演
劇
、

映
画
、
文
化
活
動
、
催
し
物
、
各
種
団

体
に
よ
る
大
会
等
、
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
参
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
利
用
者

の
要
求
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
施
設
の
有

効
利
用
に
努
め
、
気
軽
に
、
い
つ
で
も
、

利
用
し
や
す
い
、
親
し
め
る
文
化
セ
ン

タ
ー
運
営
を
回
っ
て
参
り
ま
す
。

町
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財

を
次
世
代
へ
継
承
・
発
麗
さ
せ
る
た
め
に
は
、

文
化
財
の
発
掘
調
査
を
推
進
し
、
保
存
・
保

護
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
、
賛
料
室
の
充
実
と
収
蔵
品
の
整
理
を
行

い
、
町
民
に
公
開
し
活
用
で
き
る
環
境
を
つ

く
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
財
行
政
を

進
め
る
た
め
、
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は

「
嘉
手
納
町
の
文
化
財
」
　
の
改
訂
版
の
発
刊

や
親
子
文
化
財
め
ぐ
り
、
三
線
の
鑑
定
事
業

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

町
史
編
纂
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
町
の
歴

史
を
掘
り
起
こ
し
、
学
問
的
遺
産
と
し
て
次

世
代
に
残
す
と
同
時
に
、
町
民
が
郷
土
を
学

ぶ
歴
史
書
と
し
て
、
ま
た
、
専
門
家
の
生
き

た
学
術
資
料
と
し
て
、
精
力
的
に
資
料
収
集

を
行
い
、
こ
れ
ま
で
に
第
4
巻
ま
で
発
刊
し
、

町
内
外
で
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
新
年
度

に
お
き
ま
し
て
も
、
引
続
き
嘉
手
納
町
史

「
資
料
編
五
戦
前
・
戦
後
資
料
」
　
の
発
刊
に

向
け
て
、
戦
争
体
験
談
、
戦
後
復
爽
関
係
の

聞
取
り
調
査
等
の
テ
料
収
集
を
実
施
し
て
参

り
ま
す
。
人
材
育
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
、
次
代
を
担
う

優
れ
た
人
材
を
多
面
的
に
育
成
す
る
た
め
、

町
内
子
女
の
進
学
機
会
を
保
障
し
、
保
護
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
支
援
す
る
事
業
と

し
て
、
高
校
、
大
学
生
に
対
す
る
奨
学
賛
金

の
貸
付
け
を
柱
に
、
児
童
生
徒
の
交
流
事
業

へ
の
助
成
等
の
施
策
を
展
開
し
て
参
り
ま
し

た
。
新
年
度
も
、
引
続
き
貸
与
事
業
や
助
成

事
業
を
実
施
し
、
町
の
振
興
轟
展
に
資
す
る

人
材
の
育
成
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
基
地
関
連
経
費

の
傾
斜
配
分
の
資
金
を
活
用
し
、
新
た
な
人

材
育
成
事
業
と
し
て
「
嘉
手
納
外
語
塾
」
を

設
置
致
し
ま
す
。
こ
れ
は
国
際
化
・
高
度
情

報
化
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目

的
と
し
て
設
置
す
る
も
の
で
、
実
践
英
語
の

取
得
を
中
心
に
、
高
校
新
卒
者
を
対
称
と
し

て
十
名
の
募
集
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
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㊦≪組⑳りとせ㊥音楽の珍戊≫㊦
奈江子さんをはじめ、本町出身の数名が出演者、地謡として

参加。昔は「組桶を聞きに行くと言った」というとおり、絶

妙な台詞のやりとりと演奏で観客を魅了しました。

また舞台脇には組矧こ馴染みの無い人のためにと、スクリー

ソを設置し、字幕で各場面の説明を加えるなどの配慮もなさ

れ、第1部で行なわれた古典演奏と婦人会の皆さんによる舞

飼とともに、訪れた観客をおおいに楽しませました。

去る3月15日、かでな文化セソタ一において「組桶と古典

音楽の夕べ」が開催され、組踊「孝行の巻」が上浜されまし

た。

「孝行の巻」は本町に伝わる畠良ムルチの大蛇伝説を題材

につくられたもので、玉城朝薫作の「組踊五番」の一つ。

1719年初演で、本町では初の上演となりました。

今回の上浜では主役の「うない（姉）」役を務めた多和田

▲生け贅を募る高札を立てる頭　　　　▲主役の姉（右）と弟（左）

－13－

▲生け贅としてムルチヘ向かう姉
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基
地
行
政
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
沖
縄
の
基
地
問
題
は
、
平
成
八
年

十
二
月
に
S
A
C
O
の
最
終
報
告
で
合
意
さ

れ
た
土
地
の
返
還
、
訓
練
の
改
善
、
騒
音
の

軽
減
、
そ
し
て
地
位
協
定
の
運
用
改
善
の
実

施
が
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
普

天
間
基
地
返
還
は
、
代
替
へ
リ
ポ
ー
ト
建
設

と
も
相
挨
っ
て
、
連
日
県
民
に
大
き
な
反
響

を
呼
び
起
こ
し
、
現
在
ま
だ
浮
動
状
態
に
あ

り
、
そ
れ
だ
け
に
、
普
天
間
基
地
返
還
に
伴

う
一
部
機
能
の
嘉
手
納
基
地
へ
の
移
設
問
題
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
本
体
の
嘉
手
納
基
地
統
合
案
に

つ
い
て
は
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
よ
っ
て
、
沖
抱
市
、
北
谷
町
、
嘉
手

納
町
の
三
首
長
二
二
議
長
で
構
成
さ
れ
た
三

者
連
絡
協
議
会
を
緊
密
に
し
、
地
域
住
民
が

一
体
と
な
り
、
こ
れ
以
上
の
基
地
の
機
能
強

化
と
長
期
固
定
化
に
つ
な
が
る
も
の
に
は
一

切
反
対
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
推
移
を
注
意

深
く
見
守
っ
て
い
か
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
に
お
け
る
基
地
問
題
は
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
と
り
わ
け
平
成
八
年
三
月
に
日

米
合
同
委
員
会
で
騒
音
防
止
協
定
書
の
合
意

を
み
、
そ
の
実
効
性
に
お
い
て
、
騒
音

の
状
況
の
推
移
を
み
て
参
り
ま
し
た
が
、

嘉
手
納
地
域
及
び
屋
良
地
域
と
も
発
生

回
数
、
累
横
時
間
、
W
E
C
P
N
L

（
騒
音
の
う
る
さ
さ
指
数
）
、
夜
間
早

朝
の
発
生
回
数
と
も
減
少
を
み
て
お
り
、

現
時
点
で
は
協
定
の
効
果
が
出
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
最
高

値
に
つ
い
て
は
末
だ
一
〇
〇
亜
（
A
）

を
超
え
る
状
況
で
、
騒
音
は
依
然
と
し

て
激
し
く
続
い
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、

現
協
定
書
の
順
守
は
も
と
よ
り
、
午
後

七
時
か
ら
翌
朝
七
時
ま
で
の
夜
間
飛
行

禁
止
を
含
め
騒
音
軽
減
の
実
態
に
見
合
っ

た
協
定
を
求
め
、
関
係
機
関
に
強
く
働

き
か
け
て
参
り
ま
す
。

加
え
て
、
本
県
の
基
地
問
題
解
決
促

進
に
は
、
国
民
世
論
の
関
心
を
高
め
る

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
昨
年
、
本
町
を
訪
れ
た
方
々
は
、

政
府
関
係
者
や
米
国
の
軍
事
専
門
家
を
始
め
、

県
内
外
の
マ
ス
コ
ミ
等
を
含
め
五
〇
余
団
体
、

述
べ
人
数
も
二
〇
〇
〇
人
に
適
し
て
お
り
、

今
後
も
本
町
の
実
情
を
一
人
で
も
多
く
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
基
地
白
書
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
の
発
行
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
生
活
保
護
世
帯
、
困
窮
世
帯
へ
の
住
宅

防
音
維
持
費
電
気
料
金
の
一
部
助
成
や
町
基

地
対
策
協
議
会
の
活
動
助
成
、
基
地
返
還
の

促
進
等
も
引
続
き
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

－
執
行
体
制
と
行
財
政
の
確
立
に
つ
い
て
弓

執
行
体
制
と
行
財
政
の
確
立
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
「
安
ら
ぎ
と
生

き
甲
斐
に
み
ち
た
ま
ち
・
嘉
手
納
」
　
を
将
来

像
と
し
た
第
一
次
、
第
二
次
の
総
合
計
画
を

と
お
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
町
勢
発
展
の

た
め
に
、
諸
施
策
を
推
進
し
、
多
く
の
成
果

を
あ
げ
て
参
り
ま
し
た
。
現
在
進
行
中
の
第

二
次
捻
合
計
画
も
平
成
十
年
度
で
終
了
す
る

こ
と
に
な
り
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
平
成
二

十
年
度
ま
で
を
計
画
年
次
と
す
る
第
三
次
総

合
計
画
の
策
定
作
業
を
現
在
進
め
て
お
り
ま

す
。
策
定
作
業
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
町
民

が
参
画
し
創
造
す
る
こ
と
を
基
本
に
「
参
画
、

協
働
、
共
栄
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
平
成
九
年
度
は
町
民
意
識
調
査
や
ま

ち
づ
く
り
町
民
会
議
等
を
実
施
し
て
作
業
を

進
め
て
参
り
ま
し
た
。
新
年
皮
に
お
き
ま
し

て
は
、
そ
の
事
菜
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

第
三
次
捻
合
計
画
策
定
審
議
会
等
を
組
織
し
、

第
三
次
稔
合
計
画
（
案
）
を
策
定
し
て
参
り

ます。地
方
分
権
及
び
行
政
改
革
の
推
進
な
ど
社

会
情
勢
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
中

で
、
今
、
地
方
公
共
団
体
の
体
質
の
嶺
化
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
早
急
に
取
り
組
む
課
題
と
し
て
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、
時
代
に
即
応
し
た
組

織
機
構
の
見
直
し
、
ま
た
、
定
員
管
理
の
適

正
化
等
も
図
り
な
が
ら
、
分
権
等
に
対
応
で

き
る
人
材
の
育
成
、
確
保
等
に
も
努
め
、
更

な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
幅
広

い
改
革
を
贋
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら

を
遂
行
す
る
た
め
の
行
政
診
断
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
昨
年
設
置
致
し
ま
し

た
事
務
改
善
委
員
会
の
各
専
門
部
会
で
十
分

調
査
検
討
を
し
な
が
ら
早
急
に
実
施
計
画
を

策
定
し
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り

に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
定
員
管

理
に
つ
き
ま
し
て
も
、
職
員
適
正
化
計
画
を

見
直
し
適
正
な
職
員
の
配
置
に
努
め
ま
す
。

職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
職
場
研

修
は
も
と
よ
り
、
自
治
研
修
所
、
市
町
村
ア

カ
デ
ミ
ー
及
び
新
し
く
創
設
さ
れ
た
「
ゆ
が

去
る
二
月
二
十
六
日
嘉
手
納
中
学
校
に
お
い
て
、

町
学
力
向
上
対
策
推
進
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
学

力
向
上
対
策
推
進
実
践
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
「
学
力
向
上
対
策
推
進
期
間
」
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
平
成
九
年
度
を
初
年
度
と

す
る
五
年
間
の
、
第
一
年
次
の
実
践
発
表
会
と
な

る
も
の
で
す
。

発
表
会
に
先
立
ち
、
中
学
校
で
は
公
開
授
業
を

実
施
、
日
頃
の
授
業
風
景
を
関
係
者
に
見
て
も
ら

い
ま
し
た
。
中
で
も
参
観
者
の
日
を
引
い
て
い
た

の
が
外
国
人
教
師
に
よ
る
英
語
の
授
業
で
、
生
き

た
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
が
生
徒
た
ち

の
語
学
力
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
様
子
が
伺
わ
れ

ま
し
た
。
同
中
体
育
館
で
の
発
表
会
で
は
、
学
力
向
上
対

策
推
進
委
員
会
各
部
の
実
践
発
表
が
行
な
わ
れ

「
学
力
向
上
は
単
に
学
習
の
指
尋
の
み
で
な
く
家

庭
で
の
生
活
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
が
大
事
で
あ

去
る
三
月
九
日
、
町
役
場
に
お
い
て
「
防
衛
施

設
周
辺
の
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
と
題

し
、
基

地
対
策

協
議
会

主
催
に

よ
る
講

演
会
が

行
な
わ

れ
ま
し

た。

講
師

を
務
め
た
の
は
那
覇
防
衛
施
設
局
事
業
部
施
設
対

策
第
一
謀
課
長
補
佐
の
沖
充
（
お
き
み
つ
る
）
氏
。

沖
氏
は
昭
和
五
十
一
年
か
ら
施
設
局
に
勤
務
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
嘉
手
納
町
の
防
衛
施

設
局
関
連
の
事
業
に
も
詳
し
く
、
当
日
の
講
演
会

で
は
「
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
碍
境
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
施
策
体
系
や
嘉
手
納
町

で
の
事
業
実
績
を
基
に
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
終
了
淡
は
聴
講
に
訪
れ
た
基
地
対
策
協

議
会
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
事
業
の
補
助
率
や
防
音

工
事
、
基
地
か
ら
の
排
ガ
ス
対
策
等
に
つ
い
て
質

問
が
だ
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
沖
氏
が
丁
寧
な

説
明
を
行
な
い
ま
し
た
。
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」
等
へ
も
派
遣
し
、
研
修
の
充
実

強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
昨
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
鳥
取
県
大
山
町
と
の
職
員
交
流

も
引
続
き
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
景
気
の
回
復
が

お
そ
く
税
収
が
伸
び
悩
む
一
方
で
個
人
住
民

税
と
所
得
税
の
特
別
減
税
の
実
施
等
に
よ
り
、

国
の
財
政
状
況
は
一
段
と
深
刻
さ
を
増
し
て

お
り
、
財
政
構
造
改
革
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
に
基
づ
き
、
平
成
十
年
度
よ
り
三

年
間
歳
出
を
抑
制
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
国
の
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
、
基
地
関
係
経
費
が
本
土
の
マ

イ
ナ
ス
五
・
九
％
に
対
し
沖
縄
県
は
六
・
三

％
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
自
主

財
源
に
乏
し
く
、
依
存
財
源
に
頼
っ
て
い
る

町
の
財
政
状
況
で
あ
り
、
引
続
き
地
方
交
付

税
や
基
地
交
付
金
等
の
増
額
要
請
に
努
め
る

と
と
も
に
、
特
別
減
税
で
減
収
が
予
想
さ
れ

る
中
で
、
町
税
の
徴
収
率
の
向
上
を
図
り
、

財
源
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、
一
般
行

政
経
費
の
節
減
、
合
理
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
町
俵
の
抑
制
等
に
努
め
な
が
ら
今
後
の

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
安
定
的
、
効
率
的

に
対
応
で
き
る
財
政
体
質
を
作
り
上
げ
て
参

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
基
づ
き
ま
し
て
編
成

さ
れ
た
平
成
十
年
度
の
一
般
会
計
予
算
案
、

水
道
事
業
会
計
予
算
案
、
三
特
別
会
計
予
算

案は、一
、

二、三、四、五、

次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
予
算

六
、
二
六
五
、
一
七
八
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

一
、
三
〇
一
、
八
〇
八
千
円

老
人
保
険
特
別
会
計
予
算

一
、
二
二
九
、
二
〇
一
千
円

水
道
事
業
会
計
予
算

水
道
事
業
収
益

三
七
六
、
四
五
五
千
円

水
道
事
業
費

三
七
〇
、
四
七
一
千
円

資
本
的
収
入
三
九
、
三
六
一
千
円

資
本
的
支
出
八
六
、
三
五
七
千
円

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

二
〇
六
、
三
六
三
千
円

以
上
、
平
成
十
年
度
の
町
政
運
営
に
あ
た

り
、
私
の
施
政
方
針
と
考
え
方
を
申
し
上
げ

て
参
り
ま
し
た
が
、
社
会
経
済
情
勢
の
急
速

な
変
化
に
的
確
に
対
処
し
っ
つ
、
教
育
・
福

祉
・
活
力
の
あ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
全

職
員
の
英
知
を
結
集
し
、
総
力
を
上
げ
て
諸

施
策
を
遂
行
し
て
参
り
ま
す
。

議
員
諸
賢
並
び
に
町
民
の
ご
指
尋
と
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
平
成
十
年

度
の
施
政
方
針
と
致
し
ま
す
。

平
成
十
年
三
月
十
日

嘉
手
納
町
長
　
宮
　
城
　
席
　
実
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周　嘉手納中学校の創立50周年を祝

い
、
去
る
二
月
二
十
一
日
、
同
中
体
育

館
を
会
場
に
創
立
5
0
周
年
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

嘉
手
納
中
学
校
は
昭
和
二
十
三
年
の

学
制
改
革
に
よ
り
「
足
良
中
等
学
校
」

と
し
て
設
置
さ
れ
、
同
年
十
二
月
嘉
手

納
村
が
北
谷
村
か
ら
分
村
し
た
の
を
機

に
「
番
手
納
中
学
校
」
と
改
称
。
同
二

十
四
年
、
第
一
回
卒
業
式
で
二
十
六
人

を
卒
業
さ
せ
て
以
降
、
一
万
余
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
、
県
内
外
で
活
躍
す
る

多
く
の
人
材
を
輩
出
し
ま
し
た
。

当
日
は
午
前
の
部
が
生
徒
、
午
後
の

部
は
一
般
の
式
典
が
行
な
わ
れ
、
午
前

・

、

■
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牢
を
柾
肇
督

中
行
な
わ
れ
た
生
徒
の
部
で
は
、
各
学

年
代
表
の
あ
い
さ
つ
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
吹
奏
楽
部
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
等

が
行
な
わ
れ
る
と
と
も
に
、
生
徒
達
に

は
紅
白
饅
頭
が
配
ら
れ
、
校
内
は
お
祝

い
ム
ー
ド
一
色
と
な
り
ま
し
た
。

一
万
午
後
か
ら
行
な
わ
れ
た
式
典
に

は
、
た
く
さ
ん
の
来
賓
、
P
T
A
関
係

者
ら
が
箱
庭
な
ど
で
華
や
か
に
飾
ら
れ

た
会
場
に
つ
め
か
け
、
五
十
年
の
節
目

を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
書
友
名

朝
孝
校
長
は
「
歴
代
校
長
、
職
員
、
町

当
局
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
感
謝
し
ま
す
。
」
と
述
べ
た
う
え

で
、
「
五
十
年
目
の
節
目
を
迎
え
、
二

十
一
世
紀
に
向
け
、
新
た
な
決
意
を
も
っ

て
教
育
の
進
展
に
臨
み
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。
続
い
て
生
徒
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
し
た
古
認
知
江
巳
さ
ん
は
「
歴

史
あ
る
嘉
手
納
中
学
校
に
入
学
し
た
こ

と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
学
校
生
活
で

は
よ
き
先
生
、
よ
き
友
に
恵
ま
れ
多
く

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
学
校
で
の
ポ
ラ

ソ
テ
ィ
ア
活
勤
番
で
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
せ
ば
、
よ
り
す
は
ら
し
い
学
校
に
し

て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
」
　
と
学
校
生

活
の
現
状
や
抱
負
を
交
え
お
祝
い
を
述

べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
元
教
諭
や
P
T
A
関
係
者

な
ど
功
績
の
あ
っ
た
方
々
一
二
〇
人
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
同
中
学
校
の
歴
史

と
伝
統
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
式
典
と

な
り
ま
し
た
。

県
据
定
の
文
化
財
に
も
な
っ
て
い
る

「
野
園
総
管
の
基
」
　
に
野
図
線
管
の
偉

業
を
日
英
両
文
で
刻
ん
だ
野
図
線
管
記

念
碑
が
建
立
さ
れ
、
去
る
三
月
四
日
、

本
町
及
び
米
軍
等
、
関
係
者
多
数
が
出

席
し
険
慈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
設
置
さ
れ
た
記
念
碑
は
ロ
ー
マ

ソ
大
理
石
で
つ
く
ら
れ
た
高
さ
約
一
七

〇
c
m
・
幅
約
九
〇
c
m
の
も
の
。

除
幕
式
で
は
記
念
碑
を
設
置
し
た
嘉

手
納
基
地
所
属
第
一
八
航
空
団
の
ジ
ョ

ン
・
ベ
イ
カ
ー
准
将
が
あ
い
さ
つ
。
ベ

イ
カ
ー
准
将
は
「
一
九
九
六
年
に
来
押

し
、
委
と
共
に
野
図
線
管
ま
つ
り
に
招

待
さ
れ
、
そ
こ
で
沖
縄
に
お
け
る
甘
藷

の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
沖
組
を
訪

れ
た
米
国
人
が
こ
の
記
念
碑
を
目
に
し
、

こ
の
史
跡
の
重
要
さ
と
共
に
沖
縄
の
歴

史
、
文
化
を
知
る
こ
と
は
大
変
意
義
深

い
。
こ
の
よ
う
な
形
で
我
々
が
沖
組
の

歴
史
文
化
の
保
護
に
寄
与
で
き
る
こ
と

を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
」
　
と
記
念
碑

建
立
の
意
義
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
宮
城
町
長
は
「
甘
藷
伝

来
四
〇
〇
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
本
町

で
も
墓
周
辺
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る

中
、
こ
の
記
念
碑
建
立
は
計
画
の
第
一

歩
と
い
え
る
も
の
で
す
。
ベ
イ
カ
ー
准

将
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
協

力
に
感
謝
し
ま
す
。
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
ベ
イ
カ
ー
准
将
は
、
本

町
が
甘
藷
伝
来
四
〇
〇
年
奈
の
一
環
と

し
て
行
っ
て
い
る
「
泡
盛
寄
贈
車
重
」

に
対
し
泡
盛
を
寄
贈
。
．
本
町
の
事
業
に

対
す
る
関
心
の
深
さ
を
伺
わ
せ
て
い
ま

し
た
。
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平成10年4月1日広報かでな

㊦≪組⑳りとせ㊥音楽の珍戊≫㊦
奈江子さんをはじめ、本町出身の数名が出演者、地謡として

参加。昔は「組桶を聞きに行くと言った」というとおり、絶

妙な台詞のやりとりと演奏で観客を魅了しました。

また舞台脇には組矧こ馴染みの無い人のためにと、スクリー

ソを設置し、字幕で各場面の説明を加えるなどの配慮もなさ

れ、第1部で行なわれた古典演奏と婦人会の皆さんによる舞

飼とともに、訪れた観客をおおいに楽しませました。

去る3月15日、かでな文化セソタ一において「組桶と古典

音楽の夕べ」が開催され、組踊「孝行の巻」が上浜されまし

た。

「孝行の巻」は本町に伝わる畠良ムルチの大蛇伝説を題材

につくられたもので、玉城朝薫作の「組踊五番」の一つ。

1719年初演で、本町では初の上演となりました。

今回の上浜では主役の「うない（姉）」役を務めた多和田

▲生け贅を募る高札を立てる頭　　　　▲主役の姉（右）と弟（左）

－13－

▲生け贅としてムルチヘ向かう姉
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基
地
行
政
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
沖
縄
の
基
地
問
題
は
、
平
成
八
年

十
二
月
に
S
A
C
O
の
最
終
報
告
で
合
意
さ

れ
た
土
地
の
返
還
、
訓
練
の
改
善
、
騒
音
の

軽
減
、
そ
し
て
地
位
協
定
の
運
用
改
善
の
実

施
が
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
普

天
間
基
地
返
還
は
、
代
替
へ
リ
ポ
ー
ト
建
設

と
も
相
挨
っ
て
、
連
日
県
民
に
大
き
な
反
響

を
呼
び
起
こ
し
、
現
在
ま
だ
浮
動
状
態
に
あ

り
、
そ
れ
だ
け
に
、
普
天
間
基
地
返
還
に
伴

う
一
部
機
能
の
嘉
手
納
基
地
へ
の
移
設
問
題
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
本
体
の
嘉
手
納
基
地
統
合
案
に

つ
い
て
は
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
よ
っ
て
、
沖
抱
市
、
北
谷
町
、
嘉
手

納
町
の
三
首
長
二
二
議
長
で
構
成
さ
れ
た
三

者
連
絡
協
議
会
を
緊
密
に
し
、
地
域
住
民
が

一
体
と
な
り
、
こ
れ
以
上
の
基
地
の
機
能
強

化
と
長
期
固
定
化
に
つ
な
が
る
も
の
に
は
一

切
反
対
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
推
移
を
注
意

深
く
見
守
っ
て
い
か
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
に
お
け
る
基
地
問
題
は
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
と
り
わ
け
平
成
八
年
三
月
に
日

米
合
同
委
員
会
で
騒
音
防
止
協
定
書
の
合
意

を
み
、
そ
の
実
効
性
に
お
い
て
、
騒
音

の
状
況
の
推
移
を
み
て
参
り
ま
し
た
が
、

嘉
手
納
地
域
及
び
屋
良
地
域
と
も
発
生

回
数
、
累
横
時
間
、
W
E
C
P
N
L

（
騒
音
の
う
る
さ
さ
指
数
）
、
夜
間
早

朝
の
発
生
回
数
と
も
減
少
を
み
て
お
り
、

現
時
点
で
は
協
定
の
効
果
が
出
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
最
高

値
に
つ
い
て
は
末
だ
一
〇
〇
亜
（
A
）

を
超
え
る
状
況
で
、
騒
音
は
依
然
と
し

て
激
し
く
続
い
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、

現
協
定
書
の
順
守
は
も
と
よ
り
、
午
後

七
時
か
ら
翌
朝
七
時
ま
で
の
夜
間
飛
行

禁
止
を
含
め
騒
音
軽
減
の
実
態
に
見
合
っ

た
協
定
を
求
め
、
関
係
機
関
に
強
く
働

き
か
け
て
参
り
ま
す
。

加
え
て
、
本
県
の
基
地
問
題
解
決
促

進
に
は
、
国
民
世
論
の
関
心
を
高
め
る

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
昨
年
、
本
町
を
訪
れ
た
方
々
は
、

政
府
関
係
者
や
米
国
の
軍
事
専
門
家
を
始
め
、

県
内
外
の
マ
ス
コ
ミ
等
を
含
め
五
〇
余
団
体
、

述
べ
人
数
も
二
〇
〇
〇
人
に
適
し
て
お
り
、

今
後
も
本
町
の
実
情
を
一
人
で
も
多
く
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
基
地
白
書
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
の
発
行
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
生
活
保
護
世
帯
、
困
窮
世
帯
へ
の
住
宅

防
音
維
持
費
電
気
料
金
の
一
部
助
成
や
町
基

地
対
策
協
議
会
の
活
動
助
成
、
基
地
返
還
の

促
進
等
も
引
続
き
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

－
執
行
体
制
と
行
財
政
の
確
立
に
つ
い
て
弓

執
行
体
制
と
行
財
政
の
確
立
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
「
安
ら
ぎ
と
生

き
甲
斐
に
み
ち
た
ま
ち
・
嘉
手
納
」
　
を
将
来

像
と
し
た
第
一
次
、
第
二
次
の
総
合
計
画
を

と
お
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
町
勢
発
展
の

た
め
に
、
諸
施
策
を
推
進
し
、
多
く
の
成
果

を
あ
げ
て
参
り
ま
し
た
。
現
在
進
行
中
の
第

二
次
捻
合
計
画
も
平
成
十
年
度
で
終
了
す
る

こ
と
に
な
り
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
平
成
二

十
年
度
ま
で
を
計
画
年
次
と
す
る
第
三
次
総

合
計
画
の
策
定
作
業
を
現
在
進
め
て
お
り
ま

す
。
策
定
作
業
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
町
民

が
参
画
し
創
造
す
る
こ
と
を
基
本
に
「
参
画
、

協
働
、
共
栄
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
平
成
九
年
度
は
町
民
意
識
調
査
や
ま

ち
づ
く
り
町
民
会
議
等
を
実
施
し
て
作
業
を

進
め
て
参
り
ま
し
た
。
新
年
皮
に
お
き
ま
し

て
は
、
そ
の
事
菜
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

第
三
次
捻
合
計
画
策
定
審
議
会
等
を
組
織
し
、

第
三
次
稔
合
計
画
（
案
）
を
策
定
し
て
参
り

ます。地
方
分
権
及
び
行
政
改
革
の
推
進
な
ど
社

会
情
勢
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
中

で
、
今
、
地
方
公
共
団
体
の
体
質
の
嶺
化
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
早
急
に
取
り
組
む
課
題
と
し
て
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、
時
代
に
即
応
し
た
組

織
機
構
の
見
直
し
、
ま
た
、
定
員
管
理
の
適

正
化
等
も
図
り
な
が
ら
、
分
権
等
に
対
応
で

き
る
人
材
の
育
成
、
確
保
等
に
も
努
め
、
更

な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
幅
広

い
改
革
を
贋
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら

を
遂
行
す
る
た
め
の
行
政
診
断
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
昨
年
設
置
致
し
ま
し

た
事
務
改
善
委
員
会
の
各
専
門
部
会
で
十
分

調
査
検
討
を
し
な
が
ら
早
急
に
実
施
計
画
を

策
定
し
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り

に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
定
員
管

理
に
つ
き
ま
し
て
も
、
職
員
適
正
化
計
画
を

見
直
し
適
正
な
職
員
の
配
置
に
努
め
ま
す
。

職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
職
場
研

修
は
も
と
よ
り
、
自
治
研
修
所
、
市
町
村
ア

カ
デ
ミ
ー
及
び
新
し
く
創
設
さ
れ
た
「
ゆ
が

去
る
二
月
二
十
六
日
嘉
手
納
中
学
校
に
お
い
て
、

町
学
力
向
上
対
策
推
進
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
学

力
向
上
対
策
推
進
実
践
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
「
学
力
向
上
対
策
推
進
期
間
」
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
平
成
九
年
度
を
初
年
度
と

す
る
五
年
間
の
、
第
一
年
次
の
実
践
発
表
会
と
な

る
も
の
で
す
。

発
表
会
に
先
立
ち
、
中
学
校
で
は
公
開
授
業
を

実
施
、
日
頃
の
授
業
風
景
を
関
係
者
に
見
て
も
ら

い
ま
し
た
。
中
で
も
参
観
者
の
日
を
引
い
て
い
た

の
が
外
国
人
教
師
に
よ
る
英
語
の
授
業
で
、
生
き

た
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
が
生
徒
た
ち

の
語
学
力
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
様
子
が
伺
わ
れ

ま
し
た
。
同
中
体
育
館
で
の
発
表
会
で
は
、
学
力
向
上
対

策
推
進
委
員
会
各
部
の
実
践
発
表
が
行
な
わ
れ

「
学
力
向
上
は
単
に
学
習
の
指
尋
の
み
で
な
く
家

庭
で
の
生
活
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
が
大
事
で
あ

去
る
三
月
九
日
、
町
役
場
に
お
い
て
「
防
衛
施

設
周
辺
の
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
と
題

し
、
基

地
対
策

協
議
会

主
催
に

よ
る
講

演
会
が

行
な
わ

れ
ま
し

た。

講
師

を
務
め
た
の
は
那
覇
防
衛
施
設
局
事
業
部
施
設
対

策
第
一
謀
課
長
補
佐
の
沖
充
（
お
き
み
つ
る
）
氏
。

沖
氏
は
昭
和
五
十
一
年
か
ら
施
設
局
に
勤
務
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
嘉
手
納
町
の
防
衛
施

設
局
関
連
の
事
業
に
も
詳
し
く
、
当
日
の
講
演
会

で
は
「
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
碍
境
の
整
備
等
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
施
策
体
系
や
嘉
手
納
町

で
の
事
業
実
績
を
基
に
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
終
了
淡
は
聴
講
に
訪
れ
た
基
地
対
策
協

議
会
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
事
業
の
補
助
率
や
防
音

工
事
、
基
地
か
ら
の
排
ガ
ス
対
策
等
に
つ
い
て
質

問
が
だ
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
沖
氏
が
丁
寧
な

説
明
を
行
な
い
ま
し
た
。
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危錯参加のまをブくりを

去る3月2日から9日にかけて「まちつくりフォーラム」

が開催されました。これは昨年11月に行われた町民会議の

提案事項をさらに検討しようとの主旨で開かれたもので、

産業振興（農林水産）、平和交流等6部門に分け、町内各

団体や町役場職員が参加して行われました。

各部門では「平山を施設農業集積地に」「後継者育成の

ために中高校生に体験学習を」（農林水産部門）「基地行政

から平和行政へ」「基地内の外国人との交流の促進を」（平

和交流部門）「早急に駐車場の確保を」「町民の家付近を活

用して宿泊可能な総合的施設を」（生活・環境部門）「人材

育成のための施策を」「キャンプ地としての施設の充実を」

（教育・文化部門）「心身障害、知的陣害、精神障害者が

助け合える施設を」「小地域ネットウーク活動の推進」（保

健・福祉部門）「道の駅の促進とフェンス側残地の活用」

（商工・観光部門）等の意見が出され活発な討議が行われ

ました。

平成10年4月1日広報かでな
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在
牽
介
漠

支
援
七
、
／
ク
ー
蛋
所

去
る
二
月
十
九
日
「
嘉
手
納
町
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
比
謝
川
の
里
」
の

開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
十
二
月
か
ら
事

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
度
事
務
所
設
備
等
が
整
い
、
ま
た

町
か
ら
福
祉
車
両
も
貸
与
さ
れ
本
格
的

な
始
動
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
看
板
、
及
び
福
祉
重
商
の
贈

呈
式
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
開
所
式

が
行
わ
れ
、
主
催
者
と
し
て
あ
い
さ
つ

に
し
た
社
会
福
祉
法
人
幸
仁
会
理
事
長

の
伊
波
剛
氏
は
「
町
を
は
じ
め
闇
係
皇

位
の
協
力
で
開
所
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
高
齢
化
が
進
み
独
居
老
人
が
増

加
す
る
現
状
で
、
当
セ
ン
タ
1
の
役
割

は
こ
れ
か
ら
増
々
重
要
に
な
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
」
と
話
し
、
続
い
て
式

辞
を
述
べ
た
宮
城
篤
実
町
長
は
「
長
寿

魅
力
あ
る
鳥
挨
y
d
長
芋
寺

と
い
う
喜
ば
し
い
こ
と
が
、
一
方
で
高

齢
化
社
会
と
し
て
様
々
な
課
箆
を
与
え

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
セ

ン
タ
ー
の
開
所
は
意
義
あ
る
こ
と
で
す
。

町
と
し
て
も
二
生
を
こ
の
町
で
過
ご

せ
る
し
仕
組
み
づ
く
り
、
r
こ
の
町
に

生
ま
れ
て
良
か
っ
た
。
J
と
町
民
の
皆

さ
ん
が
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
つ
く
り
を

課
浬
と
し
て
行
政
に
あ
た
っ
て
い
き
ま

す
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
老
人

の
介
護
、
看
積
な
ど
に
つ
い
て
の
椙
淡

を
二
十
四
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は

（
℡
九
五
七
－
〇
八
〇
〇
）
ま
で
。

「
魅
力
あ
る
高
校
を
作
ろ
う
。
」

を
合
い
言
葉
に
「
嘉
手
納
高
校
の
明

日
を
語
る
集
い
」
が
去
る
二
月
十
九

日
嘉
手
納
高
校
視
聴
覚
教
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
、
進
路
や
ス
ポ
ー
ツ

の
面
で
素
晴
ら
し
い
成
績
を
上
げ
て

い
る
同
校
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
に

定
数
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状

を
打
破
し
少
子
化
が
進
行
す
る
二
十

一
世
紀
に
向
け
同
校
が
生
き
残
る
に

は
い
か
に
す
べ
き
か
を
考
え
よ
う
と

の
主
旨
で
行
わ
れ
た
も
の
。

当
日
は
父
母
や
教
育
関
係
者
ら
六

十
人
余
が
参
加
し
、
二
幸
の
基
調
報

告
と
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
の
提
案
が
な
さ

れ
、
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
か
ら
も
多
く
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
「
国
際
化
、
情
報
化

に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
か

つ
広
い
校
区
か
ら
生
徒
を
集
め
ら
れ

る
学
科
を
新
設
す
べ
き
」
と
い
う
意

見
で
は
概
ね
一
致
。
同
集
い
を
二
十

一
世
紀
に
向
け
魅
力
あ
る
高
校
つ
く

り
の
第
一
歩
と
す
る
こ
と
を
参
加
者

全
員
で
確
認
し
閉
会
し
ま
し
た
。

央
公
民
館
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
社
会
教
育

事
業
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、
必
要

な
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
機
器
等
の
設
備
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
豊
富
な
学
習
資
源
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
施
設
間
の
学
習
情
報
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
情
報
提
供
・
相
談

体
制
を
確
立
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民

の
生
涯
学
習
や
生
活
課
題
の
解
決
に
応
え
る

た
め
、
学
習
の
轢
会
と
場
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
擁

会
と
し
て
、
各
種
講
座
・
教
室
等
の
充
実
を

図
り
、
学
習
を
通
し
て
町
民
の
コ
ミ
ュ
l
〓
ア
イ

1
づ
く
り
に
寄
与
し
て
参
り
ま
す
。
図
書
室

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
読
書
の
場
と
し

て
生
活
に
根
ざ
し
た
図
書
室
づ
く
り
を
目
指

し
、
児
童
を
対
象
と
し
た
「
読
み
聞
か
せ
」

講
盤
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
幼
児
か
ら
老

人
ま
で
の
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
、

町
民
の
本
棚
と
し
て
整
備
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
電
算
シ
ス
テ
ム
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
く
の
情
報
を
迅
速
か
つ
正
確
に
提

供
で
き
る
よ
う
に
デ
ー
タ
の
整
備
に
努
め
、

利
活
用
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

社
会
体
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
年
、
生

活
水
準
の
向
上
や
健
康
に
対
す
る
意
識
が
急

速
に
高
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
地
域
ぐ

る
み
の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
活

動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
町

民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
増
大
や

多
様
化
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
役
割

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
、
そ
の
指
導
技
術

の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
各
種
研
修
会
等
を
実
施
し
、
体
育

指
導
委
員
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
の
指

導
者
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
体
育

協
会
・
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
と
の
連
携
・

協
力
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
町

野
球
場
で
の
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
や
大
学
の

キ
ャ
ソ
ブ
イ
ソ
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
技
術

向
上
の
た
め
の
教
室
及
び
講
習
会
等
の
拡
充

に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

文
化
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
日

ま
で
地
域
文
化
振
興
の
組
織
と
し
て
文

化
協
会
を
中
心
に
、
町
民
文
化
の
発
表

の
場
、
創
造
の
場
が
創
出
さ
れ
て
参
り

ま
し
た
。
今
後
も
、
引
続
き
か
で
な
文

化
セ
ソ
タ
ー
を
中
心
に
、
自
ら
企
画
参

加
す
る
文
化
祭
や
そ
の
他
様
々
な
文
化

事
業
を
展
開
し
、
町
民
文
化
の
高
揚
に

貢
献
し
て
参
り
ま
す
。
か
で
な
文
化
セ

ソ
ク
ー
は
、
各
種
の
音
楽
会
、
演
劇
、

映
画
、
文
化
活
動
、
催
し
物
、
各
種
団

体
に
よ
る
大
会
等
、
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
参
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
利
用
者

の
要
求
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
施
設
の
有

効
利
用
に
努
め
、
気
軽
に
、
い
つ
で
も
、

利
用
し
や
す
い
、
親
し
め
る
文
化
セ
ン

タ
ー
運
営
を
回
っ
て
参
り
ま
す
。

町
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財

を
次
世
代
へ
継
承
・
発
麗
さ
せ
る
た
め
に
は
、

文
化
財
の
発
掘
調
査
を
推
進
し
、
保
存
・
保

護
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
、
賛
料
室
の
充
実
と
収
蔵
品
の
整
理
を
行

い
、
町
民
に
公
開
し
活
用
で
き
る
環
境
を
つ

く
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
財
行
政
を

進
め
る
た
め
、
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は

「
嘉
手
納
町
の
文
化
財
」
　
の
改
訂
版
の
発
刊

や
親
子
文
化
財
め
ぐ
り
、
三
線
の
鑑
定
事
業

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

町
史
編
纂
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
町
の
歴

史
を
掘
り
起
こ
し
、
学
問
的
遺
産
と
し
て
次

世
代
に
残
す
と
同
時
に
、
町
民
が
郷
土
を
学

ぶ
歴
史
書
と
し
て
、
ま
た
、
専
門
家
の
生
き

た
学
術
資
料
と
し
て
、
精
力
的
に
資
料
収
集

を
行
い
、
こ
れ
ま
で
に
第
4
巻
ま
で
発
刊
し
、

町
内
外
で
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
新
年
度

に
お
き
ま
し
て
も
、
引
続
き
嘉
手
納
町
史

「
資
料
編
五
戦
前
・
戦
後
資
料
」
　
の
発
刊
に

向
け
て
、
戦
争
体
験
談
、
戦
後
復
爽
関
係
の

聞
取
り
調
査
等
の
テ
料
収
集
を
実
施
し
て
参

り
ま
す
。
人
材
育
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
、
次
代
を
担
う

優
れ
た
人
材
を
多
面
的
に
育
成
す
る
た
め
、

町
内
子
女
の
進
学
機
会
を
保
障
し
、
保
護
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
支
援
す
る
事
業
と

し
て
、
高
校
、
大
学
生
に
対
す
る
奨
学
賛
金

の
貸
付
け
を
柱
に
、
児
童
生
徒
の
交
流
事
業

へ
の
助
成
等
の
施
策
を
展
開
し
て
参
り
ま
し

た
。
新
年
度
も
、
引
続
き
貸
与
事
業
や
助
成

事
業
を
実
施
し
、
町
の
振
興
轟
展
に
資
す
る

人
材
の
育
成
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
基
地
関
連
経
費

の
傾
斜
配
分
の
資
金
を
活
用
し
、
新
た
な
人

材
育
成
事
業
と
し
て
「
嘉
手
納
外
語
塾
」
を

設
置
致
し
ま
す
。
こ
れ
は
国
際
化
・
高
度
情

報
化
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目

的
と
し
て
設
置
す
る
も
の
で
、
実
践
英
語
の

取
得
を
中
心
に
、
高
校
新
卒
者
を
対
称
と
し

て
十
名
の
募
集
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
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予言＼、‾．涌汀をアピーJL
去る2月24日、町学力向上対策推進委員会地域教育部会によ

り屋良、嘉手納の両小学校及び嘉手納中学校に「あいさつの町

嘉手納町」の看板が掲げられました。

同部会では学力向上には学習指導のみではなく、地域環境の

果たす役割も大きいとの観点から、その環境つくりの第一歩と

してあいさつ励行を行っています。

今回設覆された看板には「こんにちは」というあいさつがウ

チナークチ、英語、中国語など11力国語で表示されており、こ

の看板について同部会では「匡l際的な人材育成を目指すという

ことと、イチヤリパチヨーデーという沖縄の楕神を子供達に浸

透させると共に町内外にアピールしたい。」と話していました。
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冊‾閥が研究発表会
「育もう／子どもの夢と生きる」をスローガンに、第16匡l

嘉手納町PTA研究大会が去る3月7日中央公民館で開催され

ました。　手回の大会は「PTA組織の活性化について」（実

践活動をとおして）を研究テーマに行われ、福地勉（嘉小）、

上地安重（幕中）、新垣栄幸（屋小）の3PTA会長が、それ

ぞれ実際の活動をもとに研究発表を行い、また児暮生徒を代表

して嘉小5年生の宮里真奈美さん、屋小4年生の埼原愛さん、

嘉中2年生の金城静香さんの3人も意見発表を行いました。

その後参加者全員で大会宣言・決議を採択し閉会しました。
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日　日　日

－15－

151210　9

日　日　日　日

に
利
活
用
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。
新
年
度
に

お
き
ま
し
て
も
各
自
治
会
に
対
し
て
の
補
助

を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
西
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
七
ソ
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ

の
老
朽
化
に
伴
う
建
替
事
業
を
推
進
し
、
平

成
九
年
度
は
、
一
部
の
物
件
補
償
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
が
、
新
年
度
は
残
さ
れ
た
物
件

補
償
、
用
地
購
入
及
び
実
施
設
計
を
行
い
、

引
続
き
建
設
工
事
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

－
教
育
・
文
化
の
向
上
に
つ
い
て
－

教
育
・
文
化
の
向
上
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。子
供
た
ち
が
、
来
る
二
十
一
世
紀
を
、
心

豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
に
は
、

「
生
き
る
力
」
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
学
校
教
育
の
中
で
「
自

ら
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
自
ら
考
え
主

体
的
に
判
断
し
行
動
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を

解
決
す
る
資
質
・
能
力
の
育
成
や
自
ら
を
律

し
っ
つ
、
他
人
と
と
も
に
協
調
し
て
他
人
を

思
い
や
る
心
や
感
動
す
る
心
な
ど
豊
か
な
人

間
性
、
更
に
は
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め

の
健
康
や
体
力
」
を
培
う
こ
と
が
重
要
祝
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
学
校
教
育
は
、
本
町
教
育

委
員
会
の
基
本
方
針
及
び
主
要
施
策
に
よ
り
、

「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和
の
と
れ
た
町
民
の

育
成
を
目
指
し
、
特
に
先
達
野
図
線
管
を
町

教
育
の
指
標
に
「
国
際
性
、
進
取
の
気
象
に

富
み
社
会
に
頁
献
で
き
る
人
材
の
育
成
と
生

涯
学
習
の
振
興
」
を
町
教
育
目
標
に
掲
げ
推

進
し
て
参
り
ま
し
た
。
学
力
向
上
対
策
は
、

こ
れ
ま
で
の
県
教
育
委
員
会
主
導
か
ら
各
市

町
村
教
育
委
員
会
の
主
導
で
推
進
す
る
方
向

に
転
換
さ
れ
、
本
町
と
し
て
も
独
自
の
施
策

を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。
そ
の
中
で
特
に

「
特
色
あ
る
園
・
学
校
づ
く
り
」
「
学
習
指

導
の
改
善
・
充
実
」
「
生
徒
指
導
の
充
実
W

と
い
う
三
本
の
柱
を
位
匿
付
け
、
学
校
長
を

中
心
に
全
職
員
体
制
で
、
そ
の
具
現
化
を
強

力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
・
地
域
の

希
望
者
を
、
放
課
後
過
二
回
程
度
、
英
会
話

教
室
と
し
て
開
設
し
て
参
り
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
じ
め
、
不
登
校
（
心
因
性
）
、
深
夜
誹
掴
、

中
・
高
校
生
の
交
通
事
故
等
、
全
国
的
に
も

社
会
間
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
町
で
は
、

青
少
年
セ
ソ
タ
ー
を
拠
点
に
教
育
相
談
員
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ソ
セ
ラ
1
（
臨
床
心
理
士
）
、

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
、
警
察
署
等
関
係

機
関
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
夜
間
指
導
、

朝
夕
の
広
報
啓
蒙
活
動
、
環
境
浄
化
活
動
、

教
育
講
演
会
な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

連
携
・
協
力
を
図
り
、
基
本
的
な
生
活

習
慣
の
形
成
、
基
礎
的
・
基
本
的
事
項

の
定
着
、
生
命
の
尊
重
の
心
や
畏
敬
の

念
な
ど
豊
か
な
心
の
教
育
の
推
進
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
本
町
児
竜
・
生
徒
の
実
践

的
英
語
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
国
際
化
・
情
報
化
時

代
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
能
力
が
強

く
要
求
さ
れ
ま
す
。
英
語
（
会
話
）
教

育
の
充
実
は
、
本
町
児
童
・
生
徒
の
個

性
を
伸
長
し
「
生
き
る
力
」
の
基
礎
に

な
り
、
異
文
化
理
解
や
国
際
理
解
教
育

の
充
実
に
も
つ
な
が
り
、
国
際
的
人
材

育
成
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
小
学
校
で
は
低
学
年
、

中
学
年
、
高
学
年
そ
れ
ぞ
れ
希
望
者
を

つ
の
り
、
中
学
校
で
は
、
各
学
年
毎
に

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
心
因
性
と

み
ら
れ
る
不
登
校
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
、

教
師
に
カ
ウ
ソ
セ
リ
ソ
グ
を
施
し
、
成
果
を

上
げ
つ
つ
あ
り
、
引
続
き
一
人
ひ
と
り
の
子

供
の
全
面
先
達
を
目
指
し
た
生
徒
指
導
を
推

進
し
て
参
り
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

続
き
嘉
手
納
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ソ
ド
等
の
敷

地
の
拡
張
を
継
続
し
て
実
施
し
、
学
校
環
境

の
早
期
整
備
に
向
け
て
事
業
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。
図
苫
館
シ
ス
テ
ム
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
九
年
度
に
お
い
て
嘉
手
納
小
学
校

図
書
館
と
中
央
公
民
館
図
書
室
に
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
そ
の
オ
ソ
ラ
イ
ソ
化
を
回
り
、

双
方
の
図
書
が
検
索
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く

り
上
げ
ま
し
た
。
新
年
度
は
、
嘉
手
納
中
学

校
、
屋
良
小
学
校
へ
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
導

入
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
に
対

し
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、

な
ん
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
」
学
べ
る
学
習

機
会
の
拡
充
を
図
り
、
町
民
自
ら
が
生
涯
学

習
活
動
を
行
う
た
め
の
諸
条
件
を
整
備
し
て

参
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
社
会
教
育
団
体

の
指
導
者
研
修
の
充
実
を
図
り
、
指
等
者
の

養
成
並
び
に
そ
の
発
掘
に
努
め
、
諸
課
題
解

決
に
あ
た
る
体
制
づ
く
り
を
支
援
致
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
人
材
バ
ソ
ク
の
充
実
等
を
通
し
て

地
域
教
育
の
活
性
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

生
涯
学
習
活
動
の
身
近
な
拠
点
と
し
て
中

カ
雁
が
酪
哲
哀
振

老
人
福
祉
向
上
と
会
員
相
互
の
親
睦

及
び
地
域
社
会
と
の
交
流
を
目
的
に

「
平
成
九
年
度
裏
毛
連
・
作
品
展
示
会
」

が
去
る
二
月
二
十
日
二
一
十
一
田
の
両

日
、
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
作
品
は
盆
栽
か
ら
手
芸
、

加
工
食
品
等
多
種
に
渡
り
、
老
人
ク
ラ

フ
会
員
の
皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
趣
味
で

手
が
け
た
作
品
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
と

お
し
て
作
成
し
た
も
の
。

会
壕
に
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
た
作
品

の
出
来
は
え
に
、
観
覧
に
訪
れ
た
人
々

も
感
心
し
き
り
で
し
た
。

l
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J
 
u
〓
い
い
l
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川
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芸∴∵∵

サ

ー
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′
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ノ
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U

環
境
保
護
に
望
て
て

地
球
親
機
の
同
最
と
し
て
取
り
ざ
た
さ

れ
て
い
る
オ
ソ
ン
層
の
破
壇
。
そ
の
原
因

と
さ
れ
る
の
が
冷
蔵
庫
や
ク
⊥
フ
ー
奪
家

電
製
品
に
も
使
わ
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
ガ
ス

で
、
そ
の
処
理
に
つ
い
て
も
世
界
的
に
議

論
さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
財
団
法
人
家
電
製
品

協
会
と
全
国
廉
家
電
品
適
正
処
理
協
力
協

議
会
か
ら
比
甜
川
行
政
事
痛
組
合
へ
フ
ロ

ン
ガ
ス
回
収
機
が
寄
贈
さ
れ
、
去
る
三
月

四
日
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

手
回
寄
贈
さ
れ
た
回
収
機
は
冷
蔵
庫
な

ど
に
残
っ
て
い
る
フ
ロ
ン
ガ
ス
を
、
気
化

し
て
い
る
も
の
だ
け
で
な
く
庫
内
の
オ
イ

ル
に
溶
け
込
ん
で
い
る
も
の
ま
で
回
収
す

る
と
い
う
高
性
能
な
も
の
。
回
収
し
た
フ

ロ
ン
ガ
ス
は
専
用
の
二
十
リ
ッ
ト
ル
ボ
ン

ベ
に
貯
め
る
構
造
で
、
ボ
ン
ベ
一
本
に
冷

蔵
庫
二
〇
〇
台
分
が
回
収
可
能
。
回
収
し

た
フ
ロ
ン
ガ
ス
は
高
温
で
破
壌
処
理
さ
れ

る
そ
う
で
す
。

贈
呈
式
の
後
、
早
速
回
収
機
が
披
靂
さ

☆
町
長
の
主
な
行
動

爪
2
月
沌
日
～
3
月
1
5
日
）

＊

∵

‖
1
7
日
　
平
成
十
度
基
地
周
辺
対
策
経

費
説
明
会

1
9
日
　
介
護
支
援
セ
ソ
タ
ー
開
所
式

久
得
霊
園
内
駐
車
場
等
整
備

工
事
安
全
祈
願
祭

2
0
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
示
等
ア
ー

ブ

カ

ッ

ト

横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
と
懇
談

2
1
日
　
嘉
手
納
中
学
校
創
立
∽
周
年

記
念
式
典

ベ
イ
カ
ー
准
将
と
懇
談

西
浜
区
自
治
会
役
員
へ
講
話

県
町
村
会
定
期
総
会

N
H
K
取
材

2
7
日
　
基
地
交
付
金
連
絡
会
議
役
員

会

＊
3
日
H

l
n
ロ

2

日

5
日

嘉
手
納
高
校
卒
業
式

那
覇
防
衛
施
設
局
と
懇
談

庁
議
防
衛
施
設
庁
、
捻
理
府
へ
要

請
の
た
め
東
京
へ

（
7
日
ま
で
）

嘉
故
知
賢
政
務
次
官
来
訪

議
会
本
会
議

米
国
捻
領
事
へ
要
請

嘉
手
納
中
学
校
卒
業
式
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新　所　員　部　課 �新　職　名 �氏　名 �1日　所　属　部　課 �旧　職　名 �檎事 

退　　　　　　　　　　職 �定　　　　　年 �長　嶺　由　弘 �教育委員会教育総務課 �汽　　閃　　士 �3／31 

退　　　　　　　　　　職 �定　　　　　年 �高江洲春子 �民　生福祉部厚生課 �調　　理　　員 �3／31 

建　設　振　興　　部 �建設振興部長 �山人端立正 �議　会　事　務　局 �議会事務局長 �昇任 

議　会　事　務　局 �議会事務局長 �平　良　専　市 �企画総務部税務課 �税　務　課　長 � 

企画　稔務　部　税務課 �税　務　課　長 �平安名柴信 �消　　　防　　　本　　　部 �課長補佐兼予防係長 �昇任 

企画捻務　部捻務課 �主　　　　　幹 �奥　間　秀　和 �民生福祉部住民課 �課　長　補　佐 �昇任 

嘉手納町社会福祉協議会 �事　務　局　長 �奥　間　秀　和 �企画稔務部稔務課 �主　　　　　　幹 �出向 

消　　　防　　　本　　　部 �課長補佐兼雷防係長 �幸　世　川　浮 �民生福祉部厚生課 �課長補佐兼児童係長 � 

企画総務部基地渉外課 �基地渉外係長 �高江洲呂盛 �企画捻務部税務課 �賃　産　現係　長 � 

消　　防　　本　　部 �庶　務　係　長 �平　田　浩　一 �企画総務部基地渉外課 �基地渉外係長 � 

教育委員会学校教育課 �学校教育係長 �塩川恵美子 �民生福祉部住民課 �住　民　係　長 � 

企画捻務部税務課 �資産税係　長 �儀　間　暫　次 �民生福祉部厚生課 �厚　生　係　長 � 

消　　　防　　　本　　　部 �予　防　係　長 �書友名松慶 �民生福祉部保健衛生課 �環境衛生係長 � 

教育委員会教育捻務課 �教育総務係長 �津波古行一一 �建設振興部都市建設課 �区画整理係長 � 

建設振興部都市建設課 �下水道係　長 �仲　尾　義　政 �建設振興部都市建設課 �建設計画係長 � 

建設振興部都市建設課 �建　設　係　長 �星嘉比政吉 �建設振興部水道課 �下　水　道　係　長 � 

民生福祉　部住民課 �住　民　係　長 �比　嘉　政　子 �教育委員会学校教育課 �学校教育係長 � 

建設振興部都市建設課 �都市計画係長 �屋　比　久　昭 �教育委貝全教背振務課 �教育捻務係長 � 

民生福祉部保健術生課 �瑠境衛生係長 �花　城　　隆 �消　　防　　本　　部 �庶　務　係　長 � 

民生福祉　部厚　生　課 �厚　生　係　長 �渡嘉敷遮光 �消　　防　　本　　部 �警　防　係　長 � 

民生福　祉　部厚　生課 �児　童　係　長 �大城久美子 �企画稔務部捻務諜 �主　任　主　事 �昇任 

建設振興　部　水道課 �主　任　技　手 �又　吉　盛　順 �企画捻務部稔務課 �主　任　主　事 � 

企画　捻務　部　税　務　課 �主　任　主　事 �徳　里　秋　子 �企画捻務部捻務課 �主　任　主　事 � 

建設振興部産業振興課 �主　任　主　事 �奥　間　　匡 �企画総務部捻務課 �主　任　主　事 � 

民生　福　祉　部厚　生課 �主　　　　　事 �町　田　　倭 �企画捻務部基地渉外課 �主　　　　　　事 � 

企　画捻務　部稔務　課 �主　　　　　事 �高木さゆり �企画給務部税務課 �主　　　　　　事 � 

企画総務部電子計算室 �主　　　　　事 �我　謝　治　彦 �企画総務部税務課 �主　　　　　　事 � 

企画捻務　部総　務課 �主　任　主　事 �亀　島　　強 �企画総務部電子計算室 �主　任　主　事 � 

教育委員会中央公民館 �主　　事　　補 �新　城　奈　巳 �民生福祉部住民課 �主　　事　　補 � 

教育委員会最良児童体育館 �児童指導　員 �安　里　恭　子 �民生福祉部厚生課 �保　　　　　　母 � 

企画総務　部税務課 �主　　　　　事 �金　城　睦　和 �建設振興部都市建設課 �技　　　　　　手 � 

企画総務　部捻務　課 �主　　事　　補 �宮閲めぐみ �建設振興部都市建設課 �主　　事　　補 � 

建　設振　興　部　水道　課 �主　任　主　事 �有　銘　　板 �建設振興部産業振興課 �主　任　主　事 � 

建設振興部都市建設課 �主　任　技　手 �占．謝　宏　吉 �建設振興部産業振興課 �主　任　主　事 � 

建設振興部都市建設課 �主　任　技　手 �赤　韻　　明 �建設振興部水道課 �主　任　技　手 � 

企画総務部企画調整課 �主　　　　　事 �前　原　信　博 �建設振興部水道諜 �技　　　　　手 � 

建設振興部都市建設課 �主　　　　　事 �奥　間　広　美 �建設振興部水道課 �主　　　　　　事 � 

建設振興部産業振興課 �主　　　　　事 �山　里　美　佐 �建設振興部　水道課 �主　　　　　　事 � 

民生福祉部厚　生課 �保　　　　　母 �比　嘉　房　枝 �教育委員会嘉手納地区児童館 �児　童　指　導こ　員 � 

民生福祉部　住民課 �主　　　　　事 �知　念　晋　千 �教育委n会中央公民館 �主　　　　　　事 � 
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母
子
保
建
実
施
計
画
を
策
定
し
て
参
り
ま
す
。

そ
し
て
、
崖
良
、
嘉
手
納
地
区
に
母
子
が
集

え
る
「
い
き
い
き
ル
ー
ム
」
を
開
設
し
、
育

児
相
談
、
指
導
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
参
り
ま
す
。
括
神
保
鮭
福
祉
対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
構
神
療
養
者
が
憩
え

る
場
所
と
し
て
、
柄
神
療
養
者
家
族
会
に
よ

る
作
業
所
を
設
置
し
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

及
び
保
健
所
と
連
携
し
な
が
ら
栴
神
療
養
者

の
社
会
的
自
立
に
向
け
て
、
家
族
会
を
支
援

し
て
参
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
町

で
も
年
々
医
療
費
が
増
大
し
、
捻
医
療
費
に

お
い
て
、
平
成
元
年
度
以
降
七
年
間
で
六
五
・

七
％
の
大
幅
な
伸
び
を
示
し
、
逼
迫
し
た
国

保
財
政
の
大
き
な
要
因
と
も
な
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
も
、
高
齢
化
に
よ
る
医
療
給
付
費

の
増
大
や
医
療
技
術
の
進
歩
、
受
診
率
の
上

昇
等
か
ら
、
今
後
も
医
療
費
の
増
加
は
避
け

ら
れ
ず
、
国
保
財
政
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
が

増
す
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
を

受
け
と
め
、
新
年
度
は
、
保
健
予
防
、
福
祉

部
門
と
連
携
を
密
に
し
、
医
療
費
の
適
正
化
、

保
健
事
業
の
充
実
、
国
保
税
の
収
納
対
策
を

中
心
に
取
組
み
を
亜
化
し
、
国
保
事
業

の
健
全
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
医
療

費
の
適
正
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
受

診
・
重
複
受
診
者
へ
の
指
導
、
レ
セ
プ

ト
点
検
の
蔵
化
を
行
う
と
と
も
に
、
広

報
誌
等
を
活
用
し
て
適
正
受
診
へ
の
啓

蒙
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
保
健
事

業
に
お
き
ま
し
て
は
、
ガ
ン
検
診
・
人

間
ド
ッ
ク
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
等
を

実
施
し
、
は
り
・
き
ゆ
う
・
あ
ん
ま
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
へ
の
助
成
も
引
続
き
行
っ

て
参
り
ま
す
。

老
人
医
療
に
関
し
ま
し
て
は
、
昨
年
、

社
会
問
題
化
し
た
老
人
デ
イ
・
ケ
ア
診

療
問
題
に
端
を
尭
し
、
高
齢
化
社
会
の

進
展
に
伴
う
老
人
医
療
と
福
祉
行
政
の

あ
り
方
が
新
た
め
て
問
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、
老
人
医

癖
の
問
題
は
、
介
護
保
険
制
度
も
含
め

て
福
祉
、
保
健
予
防
と
の
連
携
が
よ
り

重
要
と
な
っ
て
参
り
ま
す
。
未
官
有
の

高
齢
化
社
会
、
老
人
医
療
受
給
者
数
の

増
加
と
医
療
費
の
増
大
は
避
け
て
通
れ

な
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

中
に
あ
っ
て
、
い
か
に
老
人
医
療
制
度

を
安
定
さ
せ
健
全
運
営
を
確
保
し
て
い

く
か
が
行
政
課
越
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
医
療
費
の
適
正
化
対

策
は
喫
緊
の
要
務
と
し
て
取
組
み
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
年
度
に

お
い
て
は
、
保
健
予
防
部
門
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、
老
人
デ
イ
・
ケ
ア
を
始
め
と
す

る
医
療
の
適
正
受
診
の
指
導
強
化
、
老

人
医
療
制
度
へ
の
理
解
を
促
す
た
め
の

パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
配
付
、
広
報
掲
載
等
、

啓
蒙
活
動
の
強
化
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
の
人
口
の
高
齢
化
は
、
世
界
に
例

の
な
い
速
度
で
進
行
し
て
お
り
、
二
十
一
世

紀
の
超
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
目
前
に
控
え

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
国
民
年
金
制
度

は
い
ま
や
老
後
の
生
活
設
計
の
主
柱
と
し
て

無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
背
景
と
し
て
、
新

年
度
も
引
続
き
、
町
民
の
国
民
年
金
受
給
権

確
保
に
向
け
、
適
用
及
び
検
認
対
策
を
一
層

強
化
し
て
参
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
広
報

媒
休
を
利
用
し
て
の
広
報
活
動
、
各
家
庭
を

訪
問
し
て
の
指
導
、
更
に
は
相
談
窓
口
等
を

設
置
し
、
制
度
の
周
知
と
普
及
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
ま
た
今
回
、
初
の
試
み
と
し
て
一

つ
の
行
政
区
を
国
民
年
金
制
度
普
及
モ
デ
ル

地
区
に
指
定
し
、
重
点
的
か
つ
戦
略
的
に
国

民
年
金
制
度
の
啓
蒙
普
及
活
動
等
を
展
開
し

て
参
り
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
確
立
は
、
高
齢

化
社
会
の
核
と
な
る
荷
い
手
と
し
て
極
め
て

重
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
中

央
区
、
束
区
「
－
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
、
区
民
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
大
い
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本町の水道事業にかかる委託集金人及び検針員の紹介

†H H　　　　　　　　　　　　　史士人

㌫鉦駐筆さん　　　伊佐英俊さん　　名嘉初枝さん
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都市開発課移転のお知らせ

●嘉手納タウンセンター開発事業の動き●

磋啓　晩泰の侯、皆様におかれまし

てはますますご隆盛のこととお慶び

申し上げます。千着は多大なご協力

を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、このたび当味では、風間各

地区の地域の皆さんとよりいっそう

連視を取り、常務推進を実施するた

め、事務所を乎凰10年4月1日より

下乳に移転することにいたしよした。

つきましては、新住所をご宮内致し

ます。今後ともご協力を跨りますよ

うお願い申し上げます。　　敬具

記

新住所：嘉手納町字裏手糾63番地

業務開始日：平成10年4月1日（水）

TEL956－2222　FAX956－2818

く移転先案内図〉

業　　　　　務　　　　　等

梶山静六内閣官房長官の私的諮問機関「沖縄米軍基地所在市

町村に関する懇談会」発足。

沖縄懇談会が基地を抱える県内市町村の振興策をまとめ、梶

山官房長官に答申。沖縄懇談会の振興策として「嘉手納タウ
ソセソタ一構想」が例示される。

機構改革により建設振興部に都市開発課が新設される。

嘉手納タウソセンター構想説明会（軍用地等地主会館2階ホー
ル）

町商工会商業部会との懇談会。（商工会館3F）

那覇防衛施設局へ、H9年度事業補助金申請資料、H10年度

事業概算要求申請資料を提出。

町商工会建設工業部会と懇談会（商工会館3F）
ロータリー商栄会での勉強会と意見交換。

嘉手納タウソセンター権利者協議会発足準備会開催。

商工会青年部とタウソセソタ一事業について懇談会。（商工

会館3F）

チーム未来委嘱状交付式及び岡本補佐官、佐藤主幹（内政審

議室）との懇談会

第二回チーム未来会議及び新メソバー委嘱状交付式。
タウソ七ソター開発事業権利者協議会発足準備委員会。

（2暗中会議室）

第三回チーム未来会議（東京）及び島田履應大学教授との懇
談会
第四回チーム未来会議

平成9年度嘉手納タウソセソター開発事業補助金交付申請

平成9年度嘉手納タウンセソター開発事業補助金交付決定通

知

嘉手納タウンセンター開発事業権利者協議会発足準備委員会
先進地視察。岡山市、広島市の再開発事業

嘉手納タウンセソター開発事業権利者協議会発足準備委員会

先進地視察。福岡市、下関市の再開発事業。

催文 重苦 内l． �匡司 

18日　第3回生命の壱主動フェスティバル 

26日　細見寛　Wタイヤ　RALLY　講演会 

六
％
と
確
実
に
伸
び
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
推
移
す
れ
ば
二
〇
〇

五
年
に
は
約
二
〇
％
に
な
り
、
五
人
に

一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
占

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
町
の
老
人
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
者
の
生
き
甲
斐
づ
く
り
と
健
康
づ

く
り
な
ど
の
施
策
を
進
め
る
た
め
に
、

嘉
手
納
町
高
齢
者
保
軽
福
祉
計
画
に
基

づ
い
て
施
策
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
懸
案
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ソ
タ
1

も
開
設
さ
れ
、
活
動
を
始
め
て
お
り
ま

す
。
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
引
続
■

き
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
助
成
、
各
種

サ
ー
ク
ル
活
動
の
育
成
指
導
を
図
り
つ

つ
、
敬
老
年
金
等
の
支
給
を
継
続
実
施

し
、
老
人
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き

り
老
人
に
対
し
て
は
、
日
常
生
活
用
具
の
給

付
、
老
人
医
療
助
成
、
そ
し
て
在
宅
ケ
ア
の

三
本
柱
で
あ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
の
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
特
に
新
規
事
業
と

し
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
土
・
日
・
祝
祭
日

も
受
け
入
れ
る
ホ
リ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

を
は
じ
め
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

一
人
一
日
一
食
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
や

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
図
る
等
、
在

宅
老
人
福
祉
の
更
な
る
充
実
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
各
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ソ

タ
ー
へ
の
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ソ
の
設
置
や
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
小
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
事
業
へ

の
助
成
等
、
各
小
地
域
の
在
宅
老
人
福
祉
の

充
実
に
も
努
め
て
参
り
ま
す
。
な
お
、
在
宅

介
護
の
困
難
な
お
年
寄
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

老
人
福
祉
施
設
へ
の
入
所
手
続
き
の
支
援
等

も
継
続
し
て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
障
害
を

持
つ
方
々
が
自
由
に
社
会
参
加
が
で
き
、
生

き
甲
斐
と
自
立
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
に

こ
れ
ま
で
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
新
年
度
は
、

待
望
の
身
体
降
雪
者
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ

に
基
づ
き
実
態
に
対
応
し
た
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
身
体
障
害
者
が
普

通
に
生
活
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
等
、
諸
々

の
施
策
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
自

活
が
困
難
な
重
度
障
害
者
（
児
）
に
対
し
て

は
、
民
生
児
童
委
員
及
び
各
福
祉
団
体
と
連

携
を
図
り
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
を
は
じ

め
、
医
療
費
助
成
や
身
体
障
害
者
相
談
等
、

在
宅
福
祉
事
業
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
な
お
、

在
宅
に
お
い
て
自
立
の
困
難
な
重
度
陣
営
者

に
つ
き
ま
し
て
は
、
降
雪
に
応
じ
て
施
設
入

所
手
続
き
の
支
援
等
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

女
性
の
社
会
進
出
、
少
子
化
、
核
家
族
化

と
児
童
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

社
会
全
体
の
育
児
顔
能
が
低
下
し
て
お
り
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
た
環
境
整
備
を
早
急
に

整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て

も
少
子
化
現
象
は
例
外
で
な
く
、
昭
和
六
十

年
度
を
境
に
保
育
所
入
所
児
童
数
は
年
々
減

少
し
て
お
り
、
平
成
八
年
度
か
ら
定
員
三
〇

〇
人
を
二
四
〇
人
に
事
項
変
更
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
日
で
は
、
多
種
多
様
な
保
育
体
制

の
在
り
方
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
、
児
童
の
た
め
に
本
当
に
必
要

な
保
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
障
害
児
保

育
、
開
所
時
閉
廷
長
保
育
、
時
間
延
長
型
保

育
、
処
遇
特
別
加
算
事
業
、
す
こ
や
か
保
育

サ
ー
ビ
ス
等
、
新
し
い
制
度
を
導
入
す
る
と

と
も
に
、
児
童
手
当
制
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、

そ
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
未
申
請
者
の
解
消

に
努
め
、
児
童
福
祉
の
向
上
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。
母
子
、
父
子
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

年
度
も
引
続
き
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
町

母
子
寡
婦
福
祉
会
と
連
携
し
て
、
就
学
・
入

学
祝
金
の
支
給
や
母
子
福
祉
資
金
貸
付
、
児

童
扶
養
手
当
、
母
子
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
、

生
活
相
談
、
指
導
助
言
等
を
実
施
し
、
母
子
、

父
子
家
庭
の
福
祉
の
増
進
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。保
健
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
伝
染
病
予

防
、
老
人
保
健
、
母
子
保
健
、
乳
児
医
療
費

助
成
、
輪
神
保
健
福
祉
対
策
等
を
引
続
き
実

施
し
、
町
民
の
健
康
管
理
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
特
に
老
人
保
健
事
業
に
お
け
る
集
団
検

診
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
有
所
見
率
が
依
然

と
し
て
高
く
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
を
図
る
た
め
、
住
民
集
団
検
診
を
休
日
も

実
施
し
検
診
の
機
会
を
増
や
し
て
受
診
率
の

向
上
に
努
め
、
併
せ
て
、
婦
人
ガ
ン
検
診
の

医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
総
合
福
祉
セ
／
タ
ー
内
ト
レ

ー
ニ
ソ
グ
室
の
機
器
整
備
を
図
り
、
専
門
職

に
よ
る
町
民
へ
の
操
舵
訓
練
や
指
導
を
図
り

つ
つ
、
操
体
指
導
者
養
成
を
し
、
町
民
の
健

康
管
理
の
充
実
強
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

母
子
保
健
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
年
度
は
、

母
子
が
住
み
ょ
い
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、

本
町
に
お
け
る
水
道
料
金
は
自
主
納

付
ま
た
は
U
座
振
替
の
方
法
で
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
こ
れ
ら
の

方
法
が
と
れ
な
い
ご
家
庭
に
つ
い
て
は
、

集
金
に
よ
る
方
法
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
本
町
に
お
け
る
集

金
人
な
ら
び
に
検
針
員
を
次
の
方
々
に

委
託
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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日 �月 �火 �水 �木 �金 �土 

1 �2 �3 �4 

5 �6 �7 �8 �9 �10 �11 

12 �13 �14 �15 �16 �17 �18 

19 �20 �21 �22 �23 �24 �25 

26 �27 �28 �29 �30 � � 

＊定例第4土曜日

午後1：00～3：00

◇川村マミのおはなし広場

日 �月 �火 �水 �木 �金 �土 

1 �2 

3 �4 �5 �6 �7 �8 �9 

10 �11 �12 �13 �14 �15 �16 

17 �18 �19 �20 �21 �22 �23 

セ �25 �26 �27 �28 �29 �30 

佃室時間】
0火一会【tB

午前9：30－午後6：00
0土・日曜日

（土）午後1030－午後400

（日）午前930～午後400

ロは体重日
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平成10年4月1日

磨哲
屈霊室へまだ一度も屋を運んだことのないゐなたへ

どうしたらかりることができるかな？と、悩んでいるあなたへ
一度、図書室へ来てみませんか？

≪今月のおススメ本≫　手回は実用雷を紹介しま～す。
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葦
酔
笹

′

▲

－

、

ヽ

′
　
▲
．
、
．
1
1

て
い
た
だ
き
、
そ
の
回
収
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
、
排

出
抑
制
を
図
り
、
最
終
処
分
場
の
延
命

化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
新
施
設
の
管

理
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
比
謝
川
行

政
事
務
組
合
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

施
設
の
効
率
的
な
運
用
に
努
め
て
参
り

ます。
－
産
業
振
興
に
つ
い
て
ー

つ
ぎ
に
、
産
業
振
興
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

限
ら
れ
た
僅
か
な
町
域
の
中
で
本
町

の
産
業
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
を
図

り
、
継
続
的
な
雇
用
を
創
出
し
、
若
い

世
代
が
夢
を
持
て
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
す
る
た
め
に
も
、
産
業
振
興
は
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
今
、
新
し
い
産
業
の
創

出
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

高
度
情
報
化
社
会
が
、
今
ま
さ
に
到
来
し

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
本
町
に
お
け
る
情

報
化
の
あ
り
方
、
特
に
嘉
手
納
タ
ウ
ソ
セ
ン

タ
ー
開
発
事
業
に
お
け
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

機
能
の
活
用
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
二
十

鵬
世
紀
の
高
度
情
報
化
社
会
に
向
け
た
、
本

町
の
情
報
化
構
想
の
作
成
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。
更
に
、
都
市
型
産
業
と
し
て
今
後
の

産
業
の
先
導
役
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
情
報
・
通
信
関
連
産
業
の
創
業
環
境
を

整
備
す
る
た
め
の
支
援
の
場
を
つ
く
る
と
と

も
に
、
企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取
組
む
た
め

の
調
査
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

商
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ソ
が
進
展
す
る
中
、
近
隣
市
町
村
へ
の

大
型
店
の
進
出
、
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ

の
出
店
、
消
費
者
の
購
買
行
動
の
変
化
等
に

よ
り
、
商
業
環
境
は
激
変
し
て
お
り
、
本
町

の
商
業
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
新
年

度
に
お
き
ま
し
て
も
、
商
店
街
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
平
成
九
年
度
に
引
続
き
小
規
模

商
工
業
著
の
経
営
を
援
助
す
る
小
口
資
金
融

資
制
度
の
継
続
と
商
工
会
へ
の
助
成
、
町
民

の
融
和
と
文
化
の
継
承
に
六
献
し
、
商
業
の

活
性
化
に
連
動
す
る
野
図
線
管
ま
つ
り
や
エ

イ
サ
ー
広
場
等
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を
実

施
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
比
謝
川
に
清
流

を
取
戻
し
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
復
活

を
目
指
す
「
Y
O
u
・
遊
・
比
謝
川
」
　
の
イ
ペ

ソ
ト
事
業
に
も
引
続
き
補
助
金
を
交
付
し
て

参
り
ま
す
。
更
に
、
一
六
〇
五
年
に
我
が
町

が
生
ん
だ
偉
人
野
図
線
管
が
、
中
国
福
建
省

か
ら
甘
藷
を
伝
え
て
か
ら
二
〇
〇
五
年
で
四

〇
〇
年
の
節
目
に
当
た
り
ま
す
。
甘
藷
伝
来

四
〇
〇
年
祭
に
向
け
て
「
甘
藷
伝
来
四
〇
〇

年
祭
実
行
委
員
会
」
　
が
昨
年
結
成
さ
れ
、
泡

盛
寄
贈
事
業
等
、
一
部
の
事
業
は
始
ま
っ
て

お
り
ま
す
。
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
甘

藷
に
関
す
る
史
料
等
の
収
集
を
行
っ
て
参
り

ます。本
町
の
農
業
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
黙
認

耕
作
地
内
に
集
中
し
、
諸
々
の
制
約
の
他
、

就
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
問
題
や
販
路
拡

大
等
、
大
変
厳
し
い
課
題
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
農
家
を

支
援
す
る
た
め
に
、
農
道
舗
装
工
事
等
を
引

き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
優
良
農
政
具

購
入
や
農
薬
購
入
の
助
成
事
業
を
継
続
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
農
業

振
興
を
は
じ
め
、
農
業
団
体
の
活
性
化
と
後

継
者
の
育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

水
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に

漁
民
の
研
修
施
設
及
び
荷
捌
施
設
、
漁
具
倉

庫
等
、
漁
業
振
興
の
基
盤
整
備
を
実
施
し
て

参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
漁
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
施
設
を
有
効
活
用
し
魅
力
あ

る
漁
業
を
め
ざ
し
、
後
継
者
の
育
成
や
組
織

威
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
優
良
水
産
機
具

購
入
や
漁
船
燃
料
購
入
の
助
成
事
業
を
継
続

し
、
漁
民
の
生
活
基
盤
の
安
定
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。
畜
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
周
辺
地
域
と

の
環
境
の
調
和
を
図
る
た
め
、
悪
臭
防
止
対

策
の
支
援
指
導
を
引
続
き
強
化
す
る
と
と
も

に
、
畜
産
農
家
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
畜

産
環
境
の
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

－
町
民
盃
祉
の
向
上
に
つ
い
て
1

町
民
福
祉
の
向
上
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す。
嘉
手
納
町
の
将
来
像
で
あ
り
ま
す
「
安
ら

ぎ
と
生
き
甲
斐
に
み
ち
た
ま
ち
・
嘉
手
納
」

を
掲
げ
て
こ
れ
ま
で
様
々
な
施
第
を
展
開
し
、

福
祉
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
地
域

福
祉
に
対
し
て
は
、
こ
れ
で
十
分
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
な
く
、
町
ぐ
る
み
の
地
域
福
祉

づ
く
り
へ
向
け
て
の
取
組
み
強
化
が
望
ま
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
町
の
高

齢
化
率
は
、
平
成
二
年
の
国
勢
調
査
に
お
け

る
高
齢
化
率
が
、
一
〇
・
四
％
、
平
成
七
年

の
国
勢
調
査
に
お
け
る
高
齢
化
率
は
十
三
・
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蛋

りハ巳　教室　笑福会）のご案内
保健衛生課では、自宅療養中の皆さんのお手伝いとして、リハビリ教室を行っています。

ご希望の方は、ぜひご利用ください。

対　　象：脳卒中等の病気や事故の後遺症等で自宅療養中の皆さんとその家族および介護人、

その他希望者

日　　　時：毎週木曜日　午後1時00分～4時00分

場　　　所：嘉手納町稔合福祉セソター　4階

用意する物：運動ができる服装（シャツとズポソ）

内　　　容：（∋問診、血圧測定

（診日常生活に必要な基本体操や発声練習

（訃講話およびレクリエーショソ

◎野外ピクニック、交流会、運動会などもあります。

そ　の　他：主治医の了解が得られれば、どなたでも参加できます。激しい運動ではありません。理学按法士と
一括に、楽しく学びましょう。

又、希望者にはリフト付バス等での送迎もやっていますので、ご遠慮なく相談ください。

く連絡先〉

嘉手納町役場保健衛生課

℡956－1111

内線124、128

0■一ヽ〇一■、■t一ヽ勺、←ヽもーヽヽ一一ヽヽ一、－－、－、ヽ一一ヽ一一■一、一■l、■、、、、■、、、、■■■、、l・一、－1一、－、、●一、〇・一←、、ヽ、■■→一一、－ヽ、t一、－、■ヽ、●■－、○■一、ヽヽ、○■－←qL、、も■、●ヽ、●ヽ、■ヽ、〇一一ヽ

保険料はr納期限」までに
忘れずに納めましょう。
玉宍年蓬帰路柑言　年を椙過▲すると

的和にJリ粁耽）られなくなります。

車・■．ざ‾削り∴　∴lJ

常　澄
1、．・　ヽ　し、′・，‘J、

厚生年金や共済場合の加入期間があれば年会を　　しかし、公的年会はそれぞれの加入期間を通算

受けられると思っている人や、加入期間が短いた　して受給資格期間を満たせば年金を受給できます。

め年会が受けられないと思っている人がいます。

匠ヨ　　　　ニー　‾　■　l‾‥

＊過去に加入していた厚生年金などの期間をムタにしないためにも、

国民年金に加入して年金を受けられるようにしてください。
－19－

平
方
メ
ー
ト
ル
を
供
用
し
て
、
町
民
の
憩
い

の
場
、
ふ
れ
あ
い
の
場
及
び
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
の
場
と
し
て
広
く
活
用
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
は
、
新
た
な
施
設

の
建
設
に
向
け
て
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
兼
久
海
浜
公
園
回
路
整
備
等
、
各
施
設

の
機
能
、
景
観
、
安
全
対
策
等
管
理
の
充
実

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

住
居
表
示
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
の
利

便
性
を
高
め
、
行
政
の
公
平
な
受
益
と
地
域

の
発
展
に
資
す
る
た
め
、
平
成
九
年
度
は
、

水
釜
六
丁
目
の
住
居
表
示
を
実
施
致
し
ま
し

た
。
新
年
度
は
、
次
の
実
施
区
域
の
検
討
を

行
い
、
住
所
の
わ
か
り
や
す
い
嘉
手
納
町
に

な
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

道
路
は
、
地
域
の
開
発
と
発
展
を
促
す
ま

ち
づ
く
り
の
骨
格
を
な
す
町
民
生
活
の
基
本

施
設
で
あ
り
、
自
動
車
交
通
の
用
に
供
す
る

だ
け
で
な
く
、
災
害
時
の
避
難
路
や
防
災
空

間
と
し
て
、
ま
た
、
水
道
等
ラ
イ
フ
ラ
イ
ソ

の
供
給
施
設
用
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
ま
す
。
新
年
度
は
、
地
域
の
宅
地
化
、

地
域
振
興
を
促
進
す
る
幹
線
街
路
屋
良
・
千

貫
田
線
（
仮
称
）
　
の
実
施
設
計
、
補
償
業
務

及
び
一
部
新
設
工
事
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

更
に
、
新
町
の
再
開
発
と
連
動
し
、
活
性
化

を
促
す
町
道
三
十
二
号
線
の
改
良
舗
装
工
事

を
中
心
に
町
道
一
号
線
交
差
点
改
良
工
事
等
、

地
域
生
活
道
路
の
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
道
路
用
地
取
得
事
業
に
つ
き

ま
し
て
も
、
継
続
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

本
町
の
公
営
住
宅
は
、
昭
和
四
十
三
年
度

よ
り
建
設
が
始
ま
り
、
昭
和
五
十
八
年
度
ま

で
に
三
団
地
十
一
棟
一
七
六
戸
が
完
成
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
水
釜
団
地
に

つ
き
ま
し
て
は
、
建
築
後
二
十
七
年
余
を
経

過
し
、
老
朽
化
が
激
し
く
、
安
全
面
や
居
住

空
間
の
快
適
性
な
ど
の
改
善
策
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
平
成
九
年
度
に
お
き
ま
し
て

は
、
本
町
の
土
地
事
情
に
よ
る
土
地
利
用
の

合
理
的
・
効
率
的
な
活
用
、
周
辺
環
境
と
の

調
和
、
都
市
の
防
災
性
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
基
本
に
、
再
生
団
地
計
画
及
び
水
釜
団
地

の
基
本
設
計
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
新

年
度
は
、
水
釜
団
地
の
実
施
設
計
を
行
い
、

引
続
き
建
設
工
事
に
着
手
し
て
参
り
ま
す
。

水
道
は
町
民
の
日
常
生
活
に
直
結
し
、
健

康
を
守
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
、
清
浄
に
し
て
豊
富
低
廉
な
水
の

供
給
を
図
る
た
め
に
、
配
水
管
の
老
朽
化
し

た
管
の
布
設
替
え
を
逐
年
推
進
し
、
有
収
率

の
向
上
と
清
浄
な
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て

参
り
ま
し
た
。
新
年
度
も
、
こ
の
こ
と
に
留

意
し
、
県
道
七
十
四
号
線
、
町
道
三
十
九
号

線
及
び
水
釜
・
大
木
線
の
普
通
鋳
鉄
管
か
ら

ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
へ
の
布
設
替
え
を
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

下
水
道
は
、
整
備
率
・
普
及
率
と
も
一
〇

〇
％
に
近
づ
い
て
お
り
ま
す
が
、
一
部
未
接

続
の
世
帯
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
っ
て
、

新
年
度
は
、
全
世
帯
の
下
水
道
接
続
を

目
指
す
と
と
も
に
、
新
設
さ
れ
る
屋
良
・

千
質
田
線
道
路
建
設
に
伴
う
下
水
道
管

布
設
工
事
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
な

お
、
嘉
手
納
基
地
排
水
の
公
共
下
水
道

へ
の
接
続
換
え
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

続
き
関
係
市
町
及
び
県
と
の
協
議
を
進

め
、
那
覇
防
衛
施
設
局
・
米
軍
と
の
折

衝
を
行
い
、
早
期
の
解
決
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。
町
民
の
身
体
・
生
命
・
財
産
を
守
る

消
防
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
九

年
度
に
、
懸
案
事
業
で
あ
り
ま
し
た
救

助
工
作
車
の
配
備
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

新
年
度
は
、
県
消
防
学
校
（
救
助
料
程
）

へ
二
人
の
職
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、

救
助
工
作
車
の
救
助
費
挽
材
を
活
用
し

た
救
助
訓
練
に
重
点
を
置
き
、
火
災
、

水
難
事
故
、
交
通
事
故
等
の
現
場
に
お
け
る

救
助
活
動
の
迅
速
化
に
よ
り
、
救
命
率
の
向

上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
日
進
月
歩

す
る
現
代
社
会
で
の
救
急
業
務
は
複
雑
多
様

化
し
、
救
急
現
場
で
の
多
種
の
資
機
材
等
を

活
用
し
た
救
命
救
急
活
動
が
要
求
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
年
度
は
携
帯
型
救

助
モ
ニ
タ
ー
（
ラ
イ
フ
メ
イ
ト
）
を
購
入
し
、

救
急
救
命
率
の
向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

更
に
、
「
予
防
消
防
」
を
重
点
目
標
と
し
て

定
め
、
消
防
職
団
員
が
一
致
団
結
し
、
町
民

の
身
体
・
生
命
・
財
産
の
保
護
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
「
嘉
手
納
町
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
」
　
の
育
成
に
つ
き
ま
し
て
も
、
関
係
団

体
と
連
携
を
密
に
し
、
防
火
思
想
の
普
及
活

動
を
槙
極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

環
境
衛
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
快
適
な
生

活
環
境
を
保
持
・
醸
成
す
る
た
め
に
、
ご
み

処
理
事
業
、
環
境
美
化
事
業
、
し
尿
処
理
事

業
、
野
犬
対
策
及
び
狂
犬
病
予
防
対
策
を
推

進
し
て
参
り
ま
し
た
。
ご
み
処
理
事
業
は
、

新
施
設
の
稼
働
に
伴
い
、
旧
施
設
を
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ソ
タ
ー
と
し
て
検
討
を
重
ね
な
が
ら
、

当
面
は
資
源
ご
み
で
ピ
ソ
顆
だ
け
を
分
別
し
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広報かでな

備蓄制度を支える政府備蓄米

くたくわえくん〉
不作の年にも日本人の主食であるお米を消費者の皆

さんに安定して供給出来るよう、政府が一定量（年間

150万トソ程度）を保管しておく仕組みを備蓄制度と

いい、そのお米の愛称をくたくわえくん〉といいます。

通常、一年間低温保管されたくたくわえくん〉はそ

の役割を終え、新しいくたくわえくん〉とバトソタッ

チして、皆様の食卓へと届けられます。

くたくわえくん〉は全て玄米のまま15°C以下で低

温保管されていますから、おいしさは新米とほとんど

変わりません。

備蓄制度の安定的運営のため、是非一度御賞味下さ

い。なお、くたくわえくん〉は、下記の種類のお米に

使われています。

＊沖縄県指定標準米

でいご／ゆがふ米／水晶米／ゼソリュウライス／かふ

う米／花守礼

その他

おかわり／いただきま～す／ときめき／水晶蘭

＊お問い合わせは

農林水産省那覇食捜事務所計画流通課

TEL O98－866－0156

講　読　試

験　験　挨

全　種　目

平成10年4月1日

国家公務員採用試験の概要会
‾‾毒等学校卒業程度　‾‾‾‾‾‾

国家公務員1ⅠⅠ種

刑　務　官

入国警備官

皇宮護衛官
航空保安大学校学生
海上保安学校学生（特別）
海上保安学校学生
海上保安大学校学生
気象大学校学生

大学卒業程度

国家公務艮Ⅰ種

国税専門官
労働基準監督官
国家公務nH種
法務教官　　　　　　　　　　6月

航空管制官　　　　　　　　9月

各試験ごとの申込用紙と受験案内は、申込用紙請求先

（問い合わせ先）に請求して下さい。

☆問い合わせ先／人事院沖縄事務所

〒9（旧－0022那覇市樋川1－15－15℡（098）834－84（氾

青年海外協力隊員募集

あたなの技術・経験・情熱を開発途上国で活かしてみませ

んか。ただ今、青年海外協力隊貝を募集中です。

応募湾楷：20歳から39歳までの日本国籍を持つ方

応草期間：平成10年4月15日（水）～5月31日（日）

（願書締切日5月31日）

選考試験：1次／筆記試験（技術、英語、協力隊員適適正テ
スト）

2次／面接試験（個人面接、技術面接）及び健康

診断

熟思期間：原則として2年間

尿道紳輔：農林水産・加工・保守操作・土木建築・保健衛生・

教育文化・スポーツの7部門、160職種

待遇等：現地生活費、任国までの往復航空運賃等、必要経

費を事務局が負担します。

現職参加：協力隊事務局では、現在、企業や団体に勤務して

いる人が有休休戦などにより協力隊に参加する場

合、所属先に対し人件費の一部を補填する制度を

設けています。

問い合わせ先：国際協力事業団沖絶国際センター

℡098（876）6000

沖組県総務部知事公室国際交流課

℡098（866）2479

平成10年4月1日広報かでな

時
／
平
成
十
年
六
月
二
十
一
日

（
日
）
　
午
前
十
時
開
始

顆
／
甲
　
種
・
　
乙
種
第
一
顆
～
第
六
頸
　
・
丙
　
種

場
／
南
部
農
林
高
等
学
校
・
沖
縄
国
際
大
学
・
北
部
農
林
高
等
学
校

宮
古
工
業
高
等
学
校
・
八
重
山
農
林
高
等
学
校

受
験
願
書
受
付
期
間
／
平
成
十
年
五
月
十
一
日
（
月
）
～
五
月
十
五
日
（
金
）

受
験
案
内
書
配
布
先
／
各
消
防
本
部
・
宮
古
、
八
重
山
支
庁
振
興
総
務
課
・
消
防
試
験
研
究
セ
ソ
ク
ー

受
随
受
付
ハ
∵
法
／
受
験
願
書
を
試
験
セ
ソ
ク
ー
へ
郵
送
又
は
直
接
窓
口
へ
持
参
（
土
・
日
休
み
）

受
験
受
付
場
所
／
（
財
）
消
防
試
鹸
研
究
セ
ソ
タ
ー
沖
縄
県
支
部

及
び
お
問
い
合
わ
せ
　
　
郡
堺
市
旭
町
十
四
番
地
　
自
治
会
館
五
階

℡
〇
九
八
－
八
六
七
－
五
三
三
二

日

日

日

　

日

日

日

日

土

土

日（（（（（（（（（験

日

日

日

日

日

日

日

日

日

試
6
4
2
7
2
7
2
7
2
4
2
7
3
1
3
1

月

月

月

月

月

月

月

月

月

9

1

0

9

9

9

5

9

1

0

1

0

日

土

土

日

土

日

日　（　（　（　（　（　（験

日

日

日

日

日

日

試
1
4
2
0
2
0
5
2
0
2
7

月
　
月
月
月

6

　

6

　

6

　

7

教
育
、
福
祉
、
町
の
活
性
化
事
業
は
依
然

と
し
て
こ
の
町
の
メ
イ
ソ
テ
ー
マ
で
す
。
歴

史
の
タ
ー
ニ
ソ
グ
ポ
イ
ソ
ト
と
な
る
こ
の
時

期
、
都
市
開
発
課
を
新
設
し
、
タ
ウ
ン
セ
ソ

タ
ー
構
築
に
向
け
て
動
き
は
じ
め
ま
し
た
。

「
チ
ー
ム
未
来
」
を
立
ち
上
げ
、
議
会
も
動

き
、
「
町
民
会
議
」
も
発
足
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
活
動
が
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す。
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
は
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
系
産
業
の
集
積
促
進
を
は
じ

め
、
こ
れ
か
ら
の
産
業
や
企
業
の
創
出
立
地

の
た
め
の
条
件
盤
備
に
向
け
て
、
懸
命
な
取

組
み
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

青
少
年
の
睦
全
育
成
、
教
育
の
振
興
、
若

者
の
た
め
の
職
場
、
職
業
の
創
出
、
女
性
の

社
会
参
加
へ
の
支
援
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
等
の
具
体
策
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

老
人
対
策
と
し
て
の
「
在
宅
介
護
支
援
セ
ソ

タ
ー
」
も
開
設
さ
れ
、
す
で
に
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
人
材
育
成
事
業
と
し
て
の
「
嘉
手

納
外
語
塾
」
は
五
月
開
塾
を
想
定
し
、
具
体

化
に
向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
は
「
第
二
回
農
林
学
校
同
窓
生
の
集
い
」

を
催
し
、
こ
の
町
を
心
の
故
郷
に
す
る

多
く
の
先
輩
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
本
年
度
は
か
つ
て
本
町
で

教
職
に
あ
っ
た
先
生
方
を
お
招
き
し
、

「
第
二
回
教
育
を
語
る
感
謝
の
集
い
」

を
開
催
致
し
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
基
本
的
な
立
場
に
立

ち
、
新
し
い
年
度
の
諸
施
策
の
概
要
を

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

－
都
市
計
画
・
生
活
環
境
整
備
に
つ
い

て－最
初
に
、
都
市
計
画
・
生
活
環
境
整

備
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

嘉
手
納
タ
ウ
シ
セ
ソ
タ
1
開
発
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
九
年
度
に
お

い
て
都
市
開
発
課
を
設
置
し
、
新
町
・

ロ
ー
タ
リ
ー
二
地
区
の
街
区
整
備
計
画

の
調
査
と
再
開
発
事
業
の
タ
タ
キ
台
と

な
る
基
本
計
画
書
を
策
定
し
て
参
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
沖
絶
懇
談
会
関
連
事

業
は
、
国
と
し
て
も
初
め
て
の
試
み
で

有
識
者
懇
談
会
が
想
定
す
る
内
容
と
本

町
の
構
想
が
異
な
り
、
そ
の
検
討
に
不

軌
の
日
数
を
要
し
た
た
め
、
新
年
度
へ

繰
越
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。
本
町
の
事
業
だ
け
で
な
く

県
全
体
に
お
い
て
、
平
成
九
年
度
事
業

は
、
す
べ
て
繰
越
し
手
続
が
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
新
年
度
は
、
嘉
手
納
タ
ウ
ン

セ
ソ
タ
ー
開
発
事
業
と
し
て
平
成
九
年

度
繰
越
事
業
と
二
地
区
の
再
開
発
事
業

の
推
進
計
画
を
策
定
し
、
都
市
計
画
決

定
へ
向
け
て
の
資
料
作
成
を
実
施
し
て

参
り
ま
す
。

平
成
九
年
十
二
月
十
二
日
に
「
嘉
手

納
町
チ
ー
ム
未
来
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

このチーム未来は、沖縄腰議会の意志を

休
し
て
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
、
新
た
な

時
代
を
切
り
開
く
た
め
短
期
、
中
期
、
長
期

に
わ
た
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
積
極
的

な
提
言
を
お
願
い
す
る
た
め
に
委
嘱
し
て
あ

り
ま
す
。
新
年
度
は
、
新
町
通
り
に
都
市
開
発
課
を

新
町
事
務
所
と
し
て
当
分
の
間
配
置
し
、
地

域
の
み
な
さ
ん
と
事
業
の
合
意
形
成
を
図
り

や
す
く
す
る
と
と
も
に
、
国
及
び
沖
組
県
に

対
し
て
当
事
業
へ
の
本
町
の
決
意
を
示
し
て

参
り
ま
す
。

星
良
土
地
区
画
鞍
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
都
市
計
画
道
路
・
区
画
道
路
・

公
園
・
排
水
施
設
等
の
公
共
施
設
を
整
備
完

了
し
て
お
り
、
事
業
進
捗
率
も
九
八
％
に
達

し
、
良
質
で
快
適
な
住
環
境
を
地
区
の
皆
さ

ん
へ
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
に
お
き

ま
し
て
は
、
残
さ
れ
た
課
題
の
解
決
に
向
け

て
な
お
一
層
努
力
し
、
健
全
な
市
街
地
環
境

へ
の
改
善
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

本
町
の
公
園
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
九
年
度
末
現
在
、
町
民
一
人
当
た
り
十
八
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集団検診等筐二‾情畳表
（平成10年4月16日”平成10年5月15日）

月日 �■日 �内　　　　　容 �受付時間 ��場　　　所 �該　当　者 

4／16 �木 �日　本脳炎予防接種 �千校1： ～1： �00 0 �総合樗ほ止セ∴／クー 　　（3臓） �3～4　歳児 
リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午練1： ～3： �0 0 �轟象合橋址セソター 　　（4膳） �町　　　　民 

健　　康　　相　　談 �午1m9： 一・一11： �00 30 �町投書保簾I■董 �町　　　　民 

捷　　体　　教　　室 �午前10： ～11： �00 30 �1監合福祉センター 　　（4帥） �町　　　　民 

4／か �水 �東　区　集　団　検　診 �午前9： 午後3： �30 00 �里長地区体育館 �東　区　区　民 

4／お �木 �東　区　集　団　検　診 �午1拍9： 午後3： �30 00 �最良地区体青館 �東　区　区　民 
リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午楔1： ～3： �30 30 �1給食Ig祉センター 　　（41g） �町　　　　民 

腱　　康　　相　　談 �午前9： ～11： �00 30 �町役1■保■l■董 �町　　　　民 

操　　体　　教　　室 �午前10 一・一11 �00 30 �】亀合福祉センタ・一 　　（4鵬ll �町　　　　民 

4／刃 �木 �日本脳炎予防接種 �午後1 一・一1 �00 30 �】胞合椙祉七∴／クー 　　（3賭） �3－4　歳児 
リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午撲1 一・一3 �30 30 �】亀合福祉セ∴／クー 　　（4膳） �町　　　　民 

健　　康　　相　　談 �午前9 一一一11 �00 30 �町役1■保tI■垂 �町　　　　民 

捷　　体　　教　　室 �午前10 －11 �00 30 �】邑合福祉センタ・一 　　（4鵬11 �町　　　　　民 

5／7 �木 �リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午挫1 一一一3 �：30 ：30 �総合福祉センター 　　（4賭） �町　　　　民 
健　　康　　相　　談 �午前9 一一11 �00 30 �町投1■保tl■垂 �町　　　　　民 

操　　体　　教　　室 �午前10 ～11 �00 30 �1島台手書祉センター 　　（＝臓） �町　　　　民 

母子保健推進員定例会 �午後2 一一4 �：00 ：30 �町役場21薔中食■重 �母子保健推進員 

5／12 �火 �健康相談（出張相談） �午前9 －11 �30 00 �抱合†奮祉七ソター 　　（4は1 �町　　　　民 

5／14 �未 �日本脳炎予防接種 �午後1 －1 �：00 ：30 �】胞合1書祉センター 　　（3鵬11 �3－4　歳児 
リ　ハ　ビ　リ　教　室 �午後1 ～3 �：30 ：30 �1島台手書祉七ソ■ター 　　（4紬11 �町　　　　民 

健　　康　　相　　談 �午前9 ～11 �00 30 �町役1■保■I■蔓 �町　　　　民 

捷　　体　　教　　室 �午前1 ・・一一1 �：00 ：30 �1邑合IJ祉センター 　　（41■） �町　　　　　民 

5／15 �金 �西区、西浜区婦人がん検診 �千校1 －2 �：30 ：30 �1匿合福祉七ソクー 　　（4鵬） �西区、西浜区線人 

嘉手納町役場保健衛生課　℡956－1111（内125）

広報かでな

漫諦㌦謹言控濃謹終鵡踊髄紗謹ノ礎醐彼ノ謹祈′綬孤有控㌦′折t控i作叱一革、・わた・－・もや郎一三1くそノー　えl了¶－1ノ

野団総管塾第6期開催要項

目　　的　野園絶管の偉業に学び、進取の精神のもと目標をもって自らの向上に努め、かつ広い視野から地域をみ

っめ、嘉手納町のこれからのまちづくりについて考え、研究し、実践する人材を育てることを目的とする0

主　　催　野園絶管塾運営委員会

後　　援　嘉手納町・沖縄県経営者協会

開催期間　　平成10年4月～平成10年11月

塾の様成　塾長松堂息仁・野回線管運営委員会

塾生対象者　嘉手納町の地域づくりに関心のある者で、18才以上の男女（職業を問わず）

塾生人数　　20人程度

塾　　芭　年間20，000円（賛料代等）その他宿

泊費及び交通費は一部自己負担あり。

講座内容　　左記表のとおり

募集期間　　平成10年4月20日まで

事　務　局　（問い合わせ先）

沖縄県嘉手納町字嘉手納588番地

嘉手納町役場都市開発謀内　野園捷管塾事務局

濱元朝彦まで　TELO98－956－111内線360

一一一・1、．－1嘲　J庄内ぶ．一　一一一一

回 �テ　　ー　　マ �講　師 �期日・疇所 

1 �裏手納町まちつくりの課員（開講式） �宮城篤実町長 �平l虞1昨 4月下tI 

2 �地域つく　りの排腰と手法 �大川欄日嗣 �5月 

3 �わ　が　町　再　発　見　！ � �6月 

4 �諜且の整理とテーマ決定 � �7月 

5 �テ　　ー　　マ　　別　研　究 � �8月 

6 �テ　ー　マ　別　先　進　地　視　震 � �9月、10月 

7 �テーマ別発表（儒＝隕式） � �11月 

平
成
十
年
度
施
政
方
針

第
九
回
嘉
手
納
町
議
会
定
例
会
が
三
月
十
日
に
開
会
さ
れ
、
平
成
十
年
度
の
予
算
案
を
は
じ
め
、

議
議
案
の
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

会
期
中
の
三
月
十
一
日
、
宮
城
篤
実
町
長
は
平
成
十
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
、
町
政
運
営
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

以
下
、
宮
城
町
長
の
施
政
方
針
の
全
文
を
掲
載
L
ま
す
。

1
　
は
じ
め
に
ー

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、
歴
史
が
変

わ
る
節
目
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う

か
と
思
わ
れ
る
時
代
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

激
動
の
潮
流
は
地
球
規
模
で
展
開
し
て
お
り

ま
す
が
、
国
や
県
や
地
方
に
お
い
て
も
そ
の

影
響
は
例
外
で
は
な
く
、
混
迷
を
深
め
て
参

り
ま
し
た
。

我
が
沖
絶
県
に
お
い
て
も
、
米
軍
基
地
を

め
ぐ
っ
て
、
県
政
運
営
の
基
本
理
念
を
根
幹

に
据
え
た
県
の
主
張
と
日
米
安
保
体
制
を
重

視
し
た
国
の
政
策
と
の
か
い
雛
が
鮮
明
に
な

る
に
つ
け
、
先
ゆ
き
不
透
明
感
は
増
幅
す
る

ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
時
局
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
時
、
新
し
い
年
度

に
向
け
こ
の
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
議
会
の
顔
ぶ
れ
が
変
わ
っ
て
か
ら
一
年
、

議
場
に
一
段
と
活
気
が
綴
っ
て
参
り
ま
し
た

t

中
で
、
平
成
十
年
度
の
「
二
世
会
計
」
「
水

道
事
業
会
計
」
予
算
案
を
は
じ
め
、
「
下
水

道
事
業
会
計
」
「
国
民
健
康
保
険
」
「
老
人
保

健
」
等
の
三
つ
の
特
別
会
計
予
算
案
並
び
に

関
連
す
る
諸
議
案
を
提
出
致
し
ま
す
。
審
議

に
先
立
ち
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民
の
皆
様

方
に
、
新
し
い
年
度
を
む
か
え
る
に
当
た
っ

て
、
町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ご
説

明
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

嘉
手
納
町
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
は
、
広

大
な
基
地
と
の
か
か
わ
り
で
大
き
な
制
約
が

あ
り
ま
す
。
米
軍
基
地
に
町
域
の
八
十
三
％

を
も
接
収
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
が

基
地
被
害
の
最
た
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

い
つ
ま
で
も
そ
の
こ
と
ば
か
り
に
こ
だ
わ
り
、

憤
り
、
な
げ
く
だ
け
で
は
町
の
前
進
は
あ
り

ま
せ
ん
。
厳
し
い
条
件
の
中
で
も
、
現
状
を

変
え
、
選
択
の
幅
を
広
げ
、
変
化
す
る
過
程

で
可
能
性
を
求
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
つ
の
時
代
で
も
、
私
た
ち
は
高
い
理
想

を
掲
げ
、
達
成
す
る
た
め
の
努
力
を
す
る
こ

と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
問
題
は
単

に
ビ
ジ
ョ
ソ
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
掲
げ

た
目
標
に
到
達
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

道
筋
を
た
ど
れ
ば
そ
の
政
策
を
実
現
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
参
り
ま
す
。
今

こ
の
町
に
必
要
な
も
の
は
、
決
し
て
高
邁
な

抽
象
論
で
は
な
く
、
身
近
な
具
体
策
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
上
、
実
現
の
為
の
姿
勢
と
し
て

は
、
相
互
理
解
を
前
提
に
し
て
全
町
的
な
立

場
で
捻
力
を
結
集
し
て
、
知
恵
を
し
ぼ
り
、

汗
を
流
す
決
意
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

我
が
町
の
未
来
創
造
に
向
け
こ
の
町
に
住
む

人
々
が
、
共
に
考
え
、
共
に
創
り
、
共
に
栄

え
、
そ
の
歓
び
を
み
ん
な
で
分
か
ち
合
い
た

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

十
∵
∵
㍉
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